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◆事業成果や執行状況を
チェック！

　令和４年度の決算を認
定

◆一般質問
　市政のここが聞きたい

山形市議会 で 検索

▲今年もサンタさん来てくれるかな？

◆地域経済の活性化や健やかな
　子どもの育成へ 補正予算を審査

7月臨時会
9月定例会

https://www.city.yamagata-yamagata.lg.jp/gikai/index.html


令和４年度の決算を認定令和４年度の決算を認定

　　　　�  365億477万円
（個人・法人市民税、固定資産税などの税収入）

　　　　　　　�  251億7,936万円
（国が自治体の行う特定の事業経費の全部または一部を負担するお金）

　　　　　　　�  114億8,695万円
（市町村の財政力に応じて国から交付されるお金）

　　　　�  98億7,980万円
（長期間使われる公共施設の整備にかかる借入金）

　　　　　　　　　　　�  83億3,616万円
（国や県が徴収し、一定割合で市に交付される、本来地方税となるべきお金）

　　　　　�  286億3,526万円
（県支出金、諸収入、繰越金、使用料および手数料など）

①市税

②国庫支出金

③地方交付税

④市債

⑤地方譲与税・交付金

⑥その他

　　　　　�  419億4,388万円
（子育て支援、障がい者・高齢者の福祉、医療給付などの経費）

　　　　　　　　　　　　　　�  136億8,775万円
（議会の運営、広報、文化・スポーツ振興などの経費）

　　　　　�  136億1,136万円
（教育の充実、学校の建築・改修、生涯学習などの経費）

　　　　　�  127億281万円
（公園や道路・街路の整備、市営住宅の管理などの経費）

　　　　　　　　　　　　　　　　�  121億6,630万円
（勤労者福祉対策、農業振興、観光振興などの経費）

　　　　　�  223億4,006万円
（衛生費、公債費、消防費・災害復旧費など）

①民生費

②議会費・総務費・諸支出金

③教育費

④土木費

⑤労働費・農林水産業費・商工費

⑥その他

一般会計歳入
1,200億2,230万円

一般会計歳出
1,164億5,216万円

国庫支出金
21.0%

市債
8.2%

地方交付税
9.6%

地方譲与税・交付金
7.0%

その他
23.8% 市税

30.4%

議会費・総務費・
諸支出金　11.8%

土木費
10.9%

その他
19.2%

教育費
11.7%

労働費・農林水産業費・
商工費　10.4%

民生費
36.0%

地域経済活性化やにぎわい創出への取り組みを実施
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事業成果や執行状況をチェック！事業成果や執行状況をチェック！

　
　
　
車
両
な
ど
の
売
却
価
格
が

想
定
よ
り
高
く
、
予
算
額
を
超
え

る
物
品
売
払
収
入
が
あ
っ
た
と
の

こ
と
だ
が
、
歳
入
の
確
保
に
向
け

た
庁
舎
物
品
の
売
払
い
の
状
況
は

ど
う
か
。

　
　
　
　
　
車
両
の
売
払
い
が
想

定
よ
り
好
調
で
あ
っ
た
こ
と
に
加

え
て
、
令
和
４
年
度
後
半
か
ら
開

始
し
た
、
フ
リ
マ
ア
プ
リ
を
利
用

　
決
算
審
査
の
中
か
ら
い
く
つ

か
の
質
疑
を
取
り
上
げ
、
内
容

を
要
約
し
て
お
伝
え
し
ま
す
。

歳
入

１
２
０
０
億
２
２
３
０
万
円

　
国
や
県
か
ら
の
支
出
金
や
市

税
な
ど
を
市
の
歳
入
（
収
入
）

と
し
ま
し
た
。

委
員

財
政
課
長

し
た
庁
舎
内
の
不
用
品
の
売
払
い

事
業
も
好
調
で
あ
り
、
今
後
も
歳

入
の
確
保
に
努
め
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
る
。

　
　
　
救
急
救
命
士
の
確
保
に
向

け
た
目
標
と
現
状
は
ど
う
か
。

　
　
　
　
　
　
　
８
隊
あ
る
救
急

隊
に
常
時
６
人
の
救
急
救
命
士
を

配
置
し
つ
つ
、
令
和
５
年
１０
月
か

ら
開
始
し
た
デ
イ
タ
イ
ム
救
急
隊

の
運
用
に
必
要
な
人
数
も
考
慮
す

る
と
、
最
低
で
も
５７
人
の
実
働
救

急
救
命
士
が
必
要
と
な
る
。
現
在
、

資
格
取
得
者
は
６７
人
い
る
が
、
役

職
の
関
係
で
実
働
か
ら
外
れ
て
い

る
１３
人
を
除
く
と
、
３
人
が
不
足

し
て
い
る
た
め
、
計
画
的
な
養
成

が
必
要
で
あ
る
。

　
　
　
救
急
救
命
士
の
資
格
に
対

す
る
手
当
な
ど
は
あ
る
の
か
。

　
　
　
　
　
　
　
救
急
救
命
士
に

対
す
る
手
当
は
設
け
て
い
な
い
が
、

現
在
、
検
討
を
進
め
て
い
る
。

救
急
救
命
士
養
成
事
業

�

１
０
０
３
万
円

　
常
に
複
数
の
救
急
救
命
士
が

救
急
車
に
搭
乗
で
き
る
体
制
を

確
保
す
る
た
め
、
計
画
に
基
づ

い
て
救
急
救
命
士
の
養
成
を
行

い
ま
し
た
。

委
員

救
急
救
命
課
長

委
員

救
急
救
命
課
長

▲不用となった庁舎物品をフリマアプリに出品

健全化判断比率・資金不足比率および市債残高
　健全化判断比率・資金不足比率とは、「地方公共団体の財政の健全化に関する法律」の規定に基づき公表される、地方公
共団体の財政の健全度を判断するための指標です。実質赤字比率、連結実質赤字比率、実質公債費比率、将来負担比率を早
期健全化基準と比較することで財政の健全度を判断します。また、特別会計、企業会計の場合は資金不足比率を経営健全化
基準と比較して判断します。いずれの指標も基準を下回っているため、本市の財政は健全と言えます。また、参考として、
各会計の市債（山形市の借入金）の残高も併せて表示しています。

資金不足比率 経営健全化基準 市債および企業債残高（令和４年度末現在）
一 般 会 計 １，０９６億９，１８５万円

特
別
会
計

介 護 保 険 事 業 会 計
区 画 整 理 事 業 会 計 ２億１，１１６万円
駐 車 場 事 業 会 計 ９，５８７万円
公設地方卸売市場事業会計 なし

２０．０％

２億８，１０４万円
農業集落排水事業会計 なし ５億６，５６８万円

企
業
会
計

水 道 事 業 会 計 なし １４９億５，６８４万円
公 共 下 水 道 事 業 会 計 なし ７５８億４，１５６万円
市立病院済生館事業会計 なし １０億２，８６０万円
合　　　　　　　計 ２，０２６億７，２６０万円

※実質収支および連結実質収支が黒字のため、実質赤字比率および連結実質赤字比率はありません。

※いずれの会計も資金不足額は生じていないため、資金不足比率はありません。

実質赤字比率 連結実質赤字比率 実質公債費比率 将来負担比率
山 形 市 なし なし  ７．６％  ９７．０％
早期健全化基準 １１．２５％ １６．２５％ ２５．０％ ３５０．０％

「コパル」や「Ｑ１」などの戦略的拠点施設を開設し
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し
て
補
助
対
象
と
な
っ
た
が
、
４

年
度
は
、
こ
の
中
の
４
路
線
が
黒

字
化
す
る
な
ど
、
バ
ス
の
利
用
者

数
が
回
復
傾
向
に
あ
っ
た
こ
と
が

主
な
要
因
と
捉
え
て
い
る
。

　
　
　
カ
ー
ド
の
交
付
手
続
き
に

対
す
る
市
民
の
反
応
は
ど
う
か
。

　
　
　
　
　
カ
ー
ド
の
受
け
取
り

場
所
が
市
役
所
の
み
で
煩
雑
で
あ

る
と
の
声
や
、
予
約
が
取
り
づ
ら

い
と
の
声
も
あ
り
、
機
会
を
捉
え

て
国
に
要
望
を
伝
え
て
い
る
。

　
　
　
ひ
き
こ
も
り
予
防
を
目
的

に
実
施
し
た
、つ
な
が
り
よ
り
そ
い

チ
ャ
ッ
ト
の
検
証
状
況
は
ど
う
か
。

　
　
　
　
　
　
　
生
き
づ
ら
さ
を

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
普
及
促
進

事
業�

１
億
７
２
６
万
円

　
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
作

成
・
発
行
や
交
付
、
運
用
管
理

な
ど
を
行
い
ま
し
た
。

委
員

市
民
課
長

ひ
き
こ
も
り
生
活
者
支
援
事
業

�

７
２
６
万
円

　
相
談
支
援
体
制
を
強
化
す
る

た
め
、
ひ
き
こ
も
り
相
談
支
援

員
を
配
置
し
、
個
別
訪
問
活
動

な
ど
の
支
援
を
行
い
ま
し
た
。

委
員

生
活
福
祉
課
長

行
っ
た
出
羽
地
区
で
は
、
延
べ�

１
８
２
人
が
利
用
し
、
平
均
相
乗

り
人
数
は
３
・
４
人
、
南
沼
原
地

区
で
は
、
延
べ
７６
人
が
利
用
し
、

平
均
相
乗
り
人
数
は
２
・
５
人
で

あ
っ
た
。
令
和
５
年
１０
月
以
降
は
、

住
宅
が
点
在
し
て
い
る
蔵
王
山
田

地
内
で
の
実
施
を
予
定
し
て
い
る
。

　
　
　
事
業
の
効
果
は
ど
う
か
。

　
　
　
　
　
　
　
コ
ロ
ナ
禍
で
は

Ｓ
Ｕ
Ｋ
Ｓ
Ｋ
生
活
推
進
事
業

�

３
９
０
６
万
円

　
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
な
ど
で
ポ
イ

ン
ト
を
獲
得
で
き
る
事
業
や
、

減
塩
メ
ニ
ュ
ー
を
認
定
す
る
事

業
な
ど
を
行
い
ま
し
た
。

委
員

健
康
増
進
課
長

　
　
　
サ
イ
ク
ル
ポ
ー
ト
が
満
車

で
ス
ム
ー
ズ
に
返
却
で
き
な
い
場

合
が
あ
る
が
、
ど
の
よ
う
な
対
策

を
行
っ
て
い
る
の
か
。

　
　
　
　
　
　
　
台
数
の
多
い
箇

所
か
ら
少
な
い
箇
所
に
自
転
車
の

再
配
置
を
行
っ
て
い
る
が
、
利
用

の
実
態
に
追
い
つ
い
て
い
な
い
た

め
、
配
置
の
最
適
化
に
向
け
て
事

業
者
と
の
調
整
に
努
め
て
い
く
。

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
サ
イ
ク
ル

導
入
事
業�

４
８
３
７
万
円

　
ア
フ
タ
ー
コ
ロ
ナ
で
の
市
民

や
来
訪
者
の
新
た
な
交
通
手
段

と
し
て
、
コ※

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
サ
イ

ク
ル
を
導
入
し
ま
し
た
。

委
員

公
共
交
通
課
長

　
　
　
防
災
士
の
ス
キ
ル
ア
ッ
プ

セ
ミ
ナ
ー
や
交
流
会
の
実
施
な
ど
、

資
格
取
得
者
の
意
欲
を
保
つ
取
り

組
み
を
強
化
し
て
は
ど
う
か
。

　
　
　
　
　
　
　
自
主
防
災
組
織

の
活
動
や
講
座
な
ど
に
出
向
く
意

欲
あ
る
防
災
士
の
登
録
制
度
を
設

け
る
な
ど
、
活
躍
の
場
の
提
供
に

向
け
た
検
討
を
行
っ
て
い
く
。

自
主
防
災
組
織
育
成
事
業

�

６
９
７
万
円

　
自
主
防
災
組
織
の
活
動
を
支

援
す
る
た
め
、
防
災
資
器
材
の

購
入
や
防
災
士
養
成
研
修
講
座

受
講
料
な
ど
に
対
す
る
補
助
を

行
い
ま
し
た
。

委
員

防
災
対
策
課
長

　
　
　
令
和
４
年
度
の
執

行
額
が
減
額
と
な
っ
た
要

因
は
な
に
か
。

　
　
　
　
　
　
　
３
年
度

は
２８
路
線
が
赤
字
路
線
と

生
活
バ
ス
路
線
維
持
費

補
助
金

�

７
０
７
０
万
円

　
赤
字
の
生
活
バ
ス
路

線
を
維
持
す
る
た
め
に

補
助
金
を
交
付
し
ま
し

た
。

委
員

公
共
交
通
課
長

感
じ
て
い
る
人
が
前
向
き
に
な
る

よ
う
な
や
り
と
り
が
あ
っ
た
と
好

評
で
あ
っ
た
。
他
方
で
、
試
験
的

な
実
施
の
た
め
周
知
が
足
り
な

か
っ
た
と
の
意
見
も
あ
り
、
今
後

実
施
す
る
場
合
に
は
、
周
知
方
法

も
検
討
し
て
い
き
た
い
。

　
　
　
令
和
４
年
度
の
成
果
は
ど

う
か
。

　
　
　
　
　
　
　
モ
デ
ル
事
業
を

高
齢
者
移
動
支
援
サ
ー
ビ
ス

検
討
事
業�

２７
万
円

　
民
間
タ
ク
シ
ー
へ
の
同
乗
を

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
す
る
な
ど
、

新
た
な
移
動
支
援
サ
ー
ビ
ス
の

モ
デ
ル
事
業
を
実
施
し
ま
し
た
。

委
員

長
寿
支
援
課
長

▲マイナンバーカードの受け取りは市役所１階で

▲サイクルポートが増えて、さらに利便性ＵＰ！

※　コミュニティサイクル…‌‌自転車の貸出・返却が可能なサイクルポートを街なかに複数設置することで、短距離移動を目的とした公共交通を補
強する都市交通システム。
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そ
の
保
護
者
か
ら
の
反
応
と
課
題

は
ど
う
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
初
め
て
車
い

す
に
乗
っ
た
ま
ま
ブ
ラ
ン
コ
に
乗

れ
た
な
ど
、
喜
び
の
声
が
寄
せ
ら

れ
て
い
る
が
、
日
常
的
に
気
軽
に

訪
れ
る
の
が
難
し
い
場
合
も
あ
る

た
め
、
ス
ペ
シ
ャ
ル
ニ
ー
ズ
デ
ー

と
し
て
、
障
が
い
の
あ
る
人
に
特

化
し
て
運
営
す
る
日
を
設
け
る
な

ど
の
工
夫
を
行
っ
て
い
る
。
今
後

も
、
寄
せ
ら
れ
た
意
見
を
踏
ま
え

な
が
ら
運
営
に
反
映
さ
せ
て
い
き

た
い
。

こ
ど
も
未
来
課
長

ふ
る
さ
と
納
税
推
進
事
業

�

２３
億
２
３
５
７
万
円

く
の
企
業
か
ら
売
り
上
げ
増
進
に

つ
な
が
っ
た
な
ど
の
回
答
が
あ
り
、

伴
走
型
支
援
が
高
い
評
価
を
得
て

い
る
と
捉
え
て
い
る
。

　
　
　
贈
呈
す
る
積
み
木
は
ど
の

よ
う
に
製
作
さ
れ
て
い
る
の
か
。

　
　
　
　
　
　
　
山
形
木
材
業
組

合
に
委
託
し
、
市
産
の
間
伐
材
を

利
用
し
た
積
み
木
を
製
作
し
て
い

る
が
、
福
祉
と
の
連
携
事
業
と
し

市
産
材
ブ
ラ
ン
ド
化
推
進
事
業

�

６
２
１
万
円

　
木
材
へ
の
親
し
み
の
心
を
育

む
た
め
、幼
児
に
市
産
材
を
使
用

し
た
積
み
木
を
贈
呈
し
ま
し
た
。

委
員

森
林
整
備
課
長

健
康
ポ
イ
ン
ト
事
業
Ｓ
Ｕ
Ｋ
Ｓ
Ｋ

の
登
録
者
数
が
伸
び
悩
ん
で
い
た

が
、
令
和
４
年
度
か
ら
は
回
復
傾

向
に
あ
る
。
健
康
維
持
に
効
果
の

あ
る
事
業
を
ポ
イ
ン
ト
対
象
に
認

定
し
て
、
登
録
者
を
増
加
さ
せ
る

こ
と
で
、
健
康
関
連
の
指
標
の
向

上
に
つ
な
げ
て
い
き
た
い
。

　
　
　
障
が
い
の
あ
る
子
ど
も
や

シ
ェ
ル
タ
ー
イ※
１
ン
ク
ル
ー
シ
ブ

プ
レ
イ
ス　
コ
パ
ル
整
備
・
運
営

事
業�

２
億
７
０
０
７
万
円

　
す
べ
て
の
子
ど
も
が
分
け
隔

て
な
く
遊
べ
る
児
童
遊
戯
施
設

を
開
設
し
ま
し
た
。

委
員

て
、
角
を
削
る
作
業
な
ど
を
福
祉

事
業
所
に
再
委
託
し
て
い
る
。

　
　
　
商
工
業
と
連
携
し
た
取
り

組
み
は
行
っ
て
い
る
の
か
。

　
　
　
　
　
販
路
拡
大
を
目
的
と

し
た
コ
ケ
製
品
の
見
本
市
へ
の
出

展
や
、
ニ
ホ
ン
ミ
ツ
バ
チ
の
蜂
蜜

を
利
用
し
た
化
粧
品
開
発
へ
の
支

援
を
行
っ
て
い
る
。

６※
２
次
産
業
化
促
進
支
援
事
業

�

５９
万
円

　
農
業
者
な
ど
の
６
次
産
業
化

を
図
る
た
め
、
自
家
生
産
物
を

活
用
し
た
新
商
品
開
発
や
販
路

開
拓
な
ど
を
支
援
し
ま
し
た
。

委
員

農
政
課
長

た
部
分
ま
で
経
費
扱
い
と
な
っ
た
。

新
た
な
ル
ー
ル
を
適
用
す
る
と
経

費
率
が
３
・
６
％
超
過
す
る
こ
と

に
な
る
が
、
返
礼
品
の
価
格
に
は

転
嫁
せ
ず
に
、
送
料
な
ど
の
節
減

を
図
る
と
と
も
に
、
経
費
率
が
低

く
な
る
高
額
の
返
礼
品
を
多
く
選

ん
で
も
ら
う
た
め
の
工
夫
を
行
い
、

４
年
度
以
上
の
寄
付
額
と
な
る
よ

う
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

　
　
　
お
す
す
め
の
ラ
ー
メ
ン
店

が
記
載
さ
れ
た
名
刺
を
作
成
す
る

こ
と
が
で
き
る
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト

を
開
設
し
た
と
の
こ
と
だ
が
、
名

刺
の
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
件
数
は
ど
う

か
。
ま
た
、
事
業
効
果
を
ど
の
よ

う
に
分
析
し
て
い
る
の
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ポ
ー
タ
ル

サ
イ
ト
を
開
設
し
た
令
和
５
年
３

月
か
ら
９
月
末
ま
で
の
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
件
数
は
、
１
６
３
６
件
と

な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
サ
イ
ト
自

体
の
閲
覧
数
も
約
２３
万
件
と
な
っ

て
お
り
、
徐
々
に
取
り
組
み
が
広

が
り
、
効
果
が
現
れ
て
き
て
い
る

と
捉
え
て
い
る
。

ラ
ー
メ
ン
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

推
進
事
業�

２
３
０
３
万
円

　
山
形
の
ラ
ー
メ
ン
文
化
を
県

内
外
に
広
く
発
信
し
、
誘
客
促

進
や
消
費
拡
大
を
図
り
ま
し
た
。

委
員

ブ
ラ
ン
ド
戦
略
課
長

　
　
　
令
和
４
年
度
の
寄

付
額
は
約
４３
億
円
と
、
順

調
に
寄
付
額
を
伸
ば
し
て

い
る
が
、
今
後
ど
の
よ
う

に
取
り
組
ん
で
い
く
の
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
令

和
５
年
１０
月
か
ら
ふ
る
さ

と
納
税
の
ル
ー
ル
が
厳
し

く
な
り
、
こ
れ
ま
で
経
費

と
み
な
さ
れ
て
い
な
か
っ

　
返
礼
品
と
し
て
魅
力

的
な
特
産
物
を
贈
る
こ

と
で
、
特
産
品
な
ど
の

Ｐ
Ｒ
と
地
場
産
業
の
振

興
を
図
り
ま
し
た
。

委
員

ブ
ラ
ン
ド
戦
略
課
長

　
　
　
支
援
に
対
す
る
評

価
は
ど
う
か
。

　
　
　
　
　
　
　
相
談
企

業
へ
毎
年
行
っ
て
い
る
ア

ン
ケ
ー
ト
調
査
で
は
、
多

山
形
市
売
上
増
進
支
援

セ
ン
タ
ー（
Ｙ
‐
ｂ
ｉｚ
）

運
営
事
業

�

５
３
５
９
万
円

　
中
小
企
業
な
ど
の
売

り
上
げ
向
上
に
特
化
し

た
伴
走
型
支
援
を
行
い

ま
し
た
。

委
員

産
業
政
策
課
長

▲建物の外にもインクルーシブな遊具を設置

▲１歳６カ月児健診時にプレゼント！
※１　インクルーシブ…性別や年齢、人種・国籍の違い、障がいの有無など、異なる背景や特性をもつ人々が互いを認め合うこと。
※２　６次産業化…農業を、加工などの２次産業とサービスや販売などの３次産業まで含めて一体化した産業とすること。
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ロ
ナ
禍
で
資
源
回
収
の
実
施
団
体

や
実
施
回
数
が
若
干
減
少
し
て
い

る
も
の
の
、
大
き
く
影
響
を
与
え

た
の
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
普
及

に
伴
う
紙
媒
体
の
流
通
量
の
減
少

や
、
市
内
の
各
ス
ー
パ
ー
で
の
店

頭
回
収
を
利
用
す
る
人
の
増
加
と

考
え
て
い
る
。

　
　
　
令
和
３
年
度
と
比
較
し
、

４
年
度
の
執
行
額
が
減
少
し
て
い

る
理
由
は
な
に
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
年
度
ご

と
に
異
な
る
社
会
実
験
を
実
施
し

て
お
り
、
事
業
の
初
年
度
と
な
る

３
年
度
は
、
七
日
町
大
通
り
と
す

ず
ら
ん
通
り
の
歩
行
者
天
国
化
を

実
施
し
た
こ
と
で
、
交
通
規
制
に

伴
い
警
備
員
を
配
置
す
る
な
ど
大

規
模
な
実
験
内
容
と
な
っ
た
。
４

年
度
は
、
ほ
っ
と
な
る
広
場
や
市

役
所
前
広
場
な
ど
、
交
通
規
制
を

必
要
と
し
な
い
場
所
を
選
定
し
て

実
験
を
行
っ
た
た
め
、
事
業
費
に

中
心
市
街
地
歩
行
者
空
間
創
出

等
事
業�

２
６
５
８
万
円

　
居
心
地
が
良
く
歩
き
た
く
な

る
ま
ち
な
か
づ
く
り
の
実
現
に

向
け
て
、
道
路
な
ど
を
活
用
し

た
滞
在
空
間
の
高
質
化
の
社
会

実
験
を
実
施
し
、課
題
の
抽
出
・

分
析
を
行
い
ま
し
た
。

委
員

ま
ち
づ
く
り
政
策
課
長

　
　
　
事
業
の
進
展
状
況
と
、
事

業
完
成
に
向
け
た
地
元
や
県
と
の

協
議
状
況
は
ど
う
か
。

　
　
　
　
　
　
　
令
和
２
年
度
か

ら
事
業
を
開
始
し
、
４
年
度
か
ら

電
線
共
同
溝
の
敷
設
工
事
を
行
っ

て
い
る
。地
元
か
ら
は
、観
光
シ
ー

ズ
ン
を
除
く
１２
月
か
ら
３
月
の
み

の
施
工
を
要
望
さ
れ
て
い
た
が
、

事
業
期
間
が
長
期
に
わ
た
る
た
め
、

観
光
シ
ー
ズ
ン
中
で
も
夜
間
の
工

事
が
可
能
と
な
る
よ
う
に
協
議
を

山
寺
地
区
景
観
形
成
（
無
電
柱

化
）
事
業�

１
６
７
５
万
円

　
無
電
柱
化
の
た
め
の
電
線
共

同
溝
敷
設
工
事
や
舗
装
工
事
な

ど
を
行
い
ま
し
た
。

委
員

道
路
維
持
課
長

　
　
　
ク
マ
注
意
喚
起
業
務
の
委

託
先
で
あ
る
、
専
属
的
な
体
制
を

取
る
こ
と
が
で
き
る
事
業
者
と
は

ど
の
よ
う
な
事
業
者
な
の
か
。

　
　
　
　
　
２４
時
間
体
制
で
業
務

を
営
ん
で
い
る
警
備
保
障
会
社
に

委
託
し
、
ク
マ
が
出
没
し
た
と
き

の
町
内
会
長
へ
の
連
絡
や
、
の
ぼ

り
旗
の
設
置
な
ど
を
行
っ
て
い
る
。

鳥
獣
生
活
環
境
被
害
対
策
事
業

�

５
０
４
万
円

　
鳥
獣
被
害
対
策
に
向
け
た
地

域
住
民
へ
の
研
修
会
や
、人
的
・

物
的
被
害
へ
の
緊
急
的
な
対
応

な
ど
を
行
い
ま
し
た
。

委
員

環
境
課
長

　
　
　
共
同
運
営
し
て
い
る
８
市

町
以
外
に
も
約
９０
万
食
の
米
飯
を

提
供
し
た
と
の
こ
と
だ
が
、
ど
こ

に
提
供
し
た
の
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
共
同

運
営
に
加
わ
っ
て
い
な
い
天
童
市

が
独
自
の
炊
飯
施
設
を
整
備
す
る

ま
で
提
供
を
行
う
ほ
か
、
山
形
大

学
附
属
小
学
校
な
ど
に
も
提
供
し

て
い
る
。

山
形
広
域
炊
飯
施
設
共
同
運
営

事
業�

８
２
５
万
円

　
山
形
連
携
中
枢
都
市
圏
の
８

市
町
で
炊
飯
施
設
を
整
備
し
、

学
校
給
食
や
福
祉
施
設
な
ど
に

米
飯
を
提
供
し
ま
し
た
。

委
員

学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
所
長

　
　
　
令
和
３
年
度
と
比

較
し
て
回
収
量
が
減
少
し

た
要
因
は
な
に
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
コ

集
団
資
源
回
収
推
進

事
業

�

４
２
６
０
万
円

　
市
民
の
ご
み
減
量
運

動
で
あ
る
資
源
回
収
を

推
進
す
る
た
め
、
実
施

団
体
へ
の
資
源
回
収
奨

励
費
の
交
付
な
ど
を
行

い
ま
し
た
。

委
員

ご
み
減
量
推
進
課
長

差
が
出
た
も
の
で
あ
る
。

　
　
　
移
住
世
帯
な
ど
へ
の
補
助

の
実
績
は
ど
う
か
。

　
　
　
　
　
　
　
移
住
世
帯
は
、

抽
選
で
は
な
く
優
先
的
に
補
助
の

対
象
と
し
て
お
り
、
令
和
４
年
度

は
所
得
制
限
の
な
い
補
助
に
は
２０

件
、
所
得
制
限
の
あ
る
補
助
に
は

１９
件
の
申
し
込
み
が
あ
っ
た
。

住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
総
合
支
援

事
業�

１
億
１
２
１
９
万
円

　
市
民
の
住
環
境
の
向
上
や
定

住
の
促
進
、
空
き
家
対
策
と
融

合
し
た
住
ま
い
づ
く
り
の
推
進

な
ど
の
た
め
、住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム

に
対
し
て
補
助
を
行
い
ま
し
た
。

委
員

建
築
指
導
課
長

▲毎日おいしいご飯を小・中学生へ！

▲４年度は市役所前にキッチンカーが出店
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た
、
撮
影
さ
れ
た
画
像
は
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
な
ど
で
閲
覧
可
能
な
の
か
。

　
　
　
　
　
　
　
国
が
７
カ
所
、

県
が
１
カ
所
の
計
８
カ
所
に
カ
メ

ラ
を
設
置
し
て
い
る
。
市
役
所
庁

舎
内
で
は
、
受
信
し
た
映
像
を
動

画
で
確
認
で
き
る
が
、
一
般
の
方

は
山
形
県
河
川
・
砂
防
情
報
シ
ス

テ
ム
な
ど
で
静
止
画
を
閲
覧
す
る

こ
と
が
可
能
で
あ
る
。

　
　
　
コ
ロ
ナ
禍
で
厳
し
く
な
っ

て
い
る
人
材
確
保
の
た
め
、
介
護

職
の
処
遇
改
善
を
行
う
べ
き
だ
が
、

利
用
料
や
介
護
保
険
料
負
担
に
反

映
さ
れ
て
し
ま
う
こ
と
の
な
い
よ

河
川
整
備
課
長

介
護
保
険
事
業
会
計

委
員

行
い
、理
解
を
得
て
い
る
。
ま
た
、

県
道
で
あ
る
山
形
山
寺
線
へ
の
整

備
を
県
に
要
望
し
た
結
果
、
県
で

は
６
年
度
か
ら
事
業
に
着
手
す
る

予
定
と
な
っ
て
い
る
。

　
　
　
須
川
沿
川
の
河
川
監
視
カ

メ
ラ
の
設
置
台
数
は
ど
う
か
。
ま

洪
水
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
普
及

促
進
事
業�
３
５
０
万
円

　
転
入
者
な
ど
へ
の
洪
水
ハ

ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
の
配
布
や
、
須

川
沿え
ん
川せ
ん
の
Ｃ
Ｃ
Ｔ
Ｖ
カ
メ
ラ
画

像
を
よ
り
高
速
で
鮮
明
に
受
信

で
き
る
装
置
へ
の
更
新
を
行
い

ま
し
た
。

委
員

　
　
　
令
和
４
年
度
は
、
県
や
国

か
ら
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
関
連
の
補
助
を
ど
の
程
度
受
け

た
の
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
入
院
患
者
の

病
床
確
保
に
対
す
る
空
床
補
償
や

防
護
服
な
ど
の
物
品
購
入
費
、
感

染
な
ど
で
帰
宅
困
難
と
な
っ
た
医

療
従
事
者
の
ホ
テ
ル
代
な
ど
、
合

計
で
約
１０
億
３
１
０
０
万
円
の
補

助
を
受
け
て
い
る
。

　
　
　
下
水
道
の
整
備
率
は
９９
・

０９
％
と
な
っ
て
い
る
が
、
利
用
率

は
９４
・
４９
％
と
な
っ
て
お
り
、
こ

の
差
を
ど
の
よ
う
に
分
析
し
て
い

る
の
か
。
ま
た
、
未
接
続
の
人
へ

の
働
き
か
け
は
ど
う
か
。

　
　
　
　
　
令
和
３
年
度
末
の
県

内
の
下
水
道
利
用
率
の
平
均
は

９１
・
３
％
で
、
県
内
で
は
本
市
の

利
用
率
が
一
番
高
い
。
未
接
続
の

家
屋
に
は
、
訪
宅
し
て
接
続
を
依

頼
す
る
な
ど
の
普
及
活
動
を
行
っ

て
い
る
。
ま
た
、
経
済
的
な
理
由

で
未
接
続
と
な
っ
て
い
る
人
に
は
、

５
年
度
か
ら
７
年
度
ま
で
の
期
間

限
定
で
、
下
水
道
接
続
工
事
に
対

す
る
補
助
を
行
っ
て
い
る
。

病
院
事
業
会
計

委
員

済
生
館
管
理
課
長

公
共
下
水
道
事
業
会
計

委
員

業
務
課
長

う
に
国
庫
負
担
割
合
を
引

き
上
げ
た
上
で
処
遇
改
善

を
行
う
よ
う
国
へ
要
望
し

て
は
ど
う
か
。

　
　
　
　
　
　
　
今
後
、

介
護
ニ
ー
ズ
の
高
い
８５
歳

以
上
人
口
の
増
加
な
ど
で

保
険
給
付
費
が
増
加
し
、

第
１
号
被
保
険
者
の
保
険

料
も
上
昇
し
て
い
く
こ
と

か
ら
、
国
庫
負
担
割
合
の

引
き
上
げ
が
必
要
と
考
え

て
い
る
。
全
国
市
長
会
な

ど
を
通
し
て
国
に
要
望
し

て
お
り
、
今
後
も
働
き
か

け
を
継
続
し
て
い
く
。

介
護
保
険
課
長

▲河川の状況をリアルタイムで監視

令和 4年度  決算監査意見書要旨
　一般会計の歳入では、前年度に比べ繰入金、繰越金な
どが増加し、国庫支出金、市債などが減少している。
　市税収入の動向を見ると、全体として増加傾向が見ら
れるが、ふるさと納税やクラウドファンディングなど、
安定した財源確保を目指し一層の取り組みを行われたい。
　一方、歳出では、前年度に比べ教育費、消防費などが
増加し、商工費、民生費などが減少している。子育て支
援など、多くの行政需要が見込まれることから、長期的
な視野に立った行政経営を推進されたい。また、コロナ
禍以前の日常が戻りつつある一方、物価高騰の影響も大
きくなっており、状況に応じた対応も行う必要がある。

一
般
・
特
別

　財政状態を示す経営分析に係る諸比率は、主要な項目
で前年度に比べ改善し、病院経営はおおむね順調に推移
していることがうかがえる。済生館は、地域医療支援病
院、地域がん診療連携拠点病院として、地域の医療機関
などと連携強化を図りながら、安全で安心できる質の高
い医療の提供に取り組まれている。引き続き新型コロナ
ウイルス感染症への対応に取り組むとともに、地域の中
核病院としての役割を果たされることを望むものである。
　令和４年策定の「済生館３カ年計画」では、新病院整
備に向けた取り組みの推進などの多くの計画を掲げてお
り、その実現に向けて、諸施策を確実に進められたい。

済
生
館

　財政状態を示す経営分析に係る諸比率は、前年度と比
較し、大きな変動は見られない。給水収益は、前年度を
大きく下回っており、物価高騰対策として２カ月分の基
本料金を減額したことが主な要因であるが、節水型機器
の普及などから、水需要は減少傾向が続くことが予想さ
れ、収益増加は不透明な状況にある。また、近年、地震
や集中豪雨などの大規模な自然災害が県内でも発生して
おり、災害に強い水道の構築が緊急の課題となっている。
　今後とも資産と財産の有効活用を行うとともに、施設
規模や稼働状況の適正化などを図り、一層の経営の効率
化に努められたい。

水

道

　財政状態を示す経営分析に係る諸比率は、前年度に比
べポイント数の増減はあるものの、大きな変動はないが、
企業債に依存する割合が比較的高いことがうかがえる。
　平成３０年度からは、民間活力を活用した下水道使用料
等徴収業務を含めた上下水道営業等包括委託を実施して
いる。受益者負担の公平性を確保するため、より効果的、
効率的な未収金対策となるように努められたい。
　令和５年度からは、「山形市上下水道事業基本計画Ｎ
ＥＸＴビジョン２０２３」に基づき事業を進めていくことと
なるが、諸施策の着実な実現に向けて、引き続き効率的
な事業経営に取り組まれたい。

公
共
下
水
道
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▲令和６年１月からは「書かない窓口」に

地
域
経
済
の
活
性
化
や
、
健
や
か
な
子
ど
も
の

育
成
の
た
め
の
補
正
予
算
を
審
査

補 正 予 算

９月の主な補正予算
一般会計 ２８億６０９万円

●新基幹システム構築運用事業
　�  ２億１，８７８万円

＜主なもの＞� （千円以下切り捨て）

●道路維持補修事業
　�  １億９，０００万円

●福祉灯油購入費等給付事業
　�  １億４，６９９万円

●小中学校防犯対策施設整備事業
　�  ６，７９２万円

●東消防署蔵王温泉出張所整備事業
　�  ５，９９８万円

●道の駅整備・運営事業
　�  ５，５２６万円

　
　
　
都
市
計
画
道
路
諏
訪
町
七

日
町
線
の
道
路
拡
幅
で
の
公
園
面

積
へ
の
影
響
は
ど
う
か
。

　
　
　
　
　
　
　
公
園
の
一
部
が

歩
道
と
な
る
が
、
公
園
と
歩
道
の

機
能
を
併
せ
持
つ
兼
用
工
作
物
と

し
て
整
備
を
予
定
し
て
お
り
、
公

園
面
積
へ
の
影
響
は
な
い
と
考
え

て
い
る
。

　
　
　
窓
口
で
の
手
続
き
の
流
れ

は
ど
の
よ
う
に
な
る
の
か
。

　
　
　
　
　
こ
れ
ま
で
は
、
市
民

が
記
載
台
で
用
紙
へ
記
入
し
、
窓

口
へ
提
出
し
て
い
た
が
、今
後
は
、

口
頭
で
職
員
に
内
容
を
伝
え
、
職

員
が
シ
ス
テ
ム
へ
の
入
力
を
行
う

（
仮
称
）
花
小
路
公
園
整
備

事
業�

１
６
０
０
万
円

　
旧
千
歳
館
エ
リ
ア
・
リ
ノ

ベ
ー
シ
ョ
ン
事
業
で
整
備
す
る

公
園
の
実
施
設
計
を
行
い
ま
す
。

委
員

公
園
緑
地
課
長

デ
ジ
タ
ル
窓
口
導
入
に
伴
う

カ
ウ
ン
タ
ー
等
改
修
事
業

�

８
３
６
万
円

　
令
和
６
年
１
月
か
ら
転
入
・

転
出
な
ど
の
手
続
き
を
対
面
聴

き
取
り
で
行
う
た
め
、
窓
口
カ

ウ
ン
タ
ー
な
ど
を
改
修
し
ま
す
。

委
員

市
民
課
長

　
　
　
新
シ
ス
テ
ム
導
入
の
メ

リ
ッ
ト
は
な
に
か
。

　
　
　
　
　
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
な

ど
で
貸
し
出
し
が
可
能
と
な
り
利

便
性
が
向
上
す
る
ほ
か
、
シ
ス
テ

ム
障
害
が
発
生
し
た
際
の
復
旧
ま

で
の
時
間
が
短
縮
さ
れ
る
な
ど
、

管
理
面
で
も
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
。

図
書
館
情
報
シ
ス
テ
ム
更
新

運
用
事
業
の
債※

務
負
担
行
為

�

限
度
額
４
７
８
２
万
円

　
令
和
６
年
５
月
末
で
契
約
期

間
が
満
了
と
な
る
図
書
館
情
報

シ
ス
テ
ム
を
更
新
す
る
た
め
、

債
務
負
担
行
為
を
設
定
し
ま
す
。

委
員

図
書
館
長

こ
と
か
ら
、
市
民
は
確
認

の
サ
イ
ン
の
み
で
済
む
よ

う
に
な
る
。
ま
た
、
住
所

な
ど
の
基
本
的
な
情
報
が

印
字
さ
れ
た
申
請
書
を
市

民
課
で
印
刷
し
、
他
部
署

で
の
手
続
き
に
使
用
で
き

る
よ
う
に
な
る
。

　
　
　
繁
忙
期
対
策
は
ど

う
か
。

　
　
　
　
　
カ
ウ
ン
タ
ー

台
数
の
増
設
や
職
員
の
増

員
の
ほ
か
、
繁
忙
期
を
想

定
し
な
が
ら
職
員
の
ス
キ

ル
ア
ッ
プ
を
図
っ
て
い
く
。

委
員

市
民
課
長

　
　
　
芸
術
責
任
者
と
し
て
ク
リ

エ
イ
テ
ィ
ブ
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
を
配

置
す
る
と
の
こ
と
だ
が
、
ど
の
よ

う
な
役
割
を
想
定
し
て
い
る
の
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
催
事
の
企

画
や
予
算
の
調
達
、
広
告
宣
伝
な

ど
を
総
合
的
に
行
う
こ
と
を
想
定

し
て
い
る
。

市
民
会
館
整
備
運
営
事
業
の

債
務
負
担
行
為

　

��

限
度
額　
１
７
２
億
７
１

４
４
万
円
に
物
価
変
動
に

よ
る
増
減
額
を
加
え
た
額

　
新
市
民
会
館
の
運
営
事
業
者

の
公
募
に
必
要
と
な
る
経
費
の

限
度
額
を
設
定
し
ま
す
。

委
員

文
化
創
造
都
市
課
長

　
　
　
割
引
ク
ー
ポ
ン
を
３
０
０

　
補
正
予
算
審
査
の
中
か
ら
、

い
く
つ
か
の
質
疑
を
取
り
上
げ
、

内
容
を
要
約
し
て
お
伝
え
し
ま

す
。

蔵
王
温
泉
ス
キ
ー
場
利
用
促
進

事
業�

８
７
４
万
円

　
蔵
王
温
泉
ス
キ
ー
場
の
活
性

化
の
た
め
、
若
者
を
対
象
に
リ

フ
ト
代
を
割
引
し
ま
す
。

委
員

０
枚
発
行
す
る
と
の
こ
と
だ
が
、

対
象
者
を
若
者
に
限
定
し
た
理
由

は
な
に
か
。
ま
た
、
発
行
予
定
数

の
算
定
根
拠
は
ど
う
か
。

　
　
　
　
　
　
　
令
和
４
年
度
の

実
績
で
は
、
ほ
か
の
年
代
に
比
べ

て
若
者
の
利
用
者
数
は
少
な
か
っ

た
が
、
再
度
利
用
し
た
い
と
の
声

が
多
か
っ
た
。
４
年
度
の
実
績
や
、

市
民
と
一
緒
に
来
て
い
る
市
民
以

外
の
人
に
ま
で
対
象
者
を
拡
大
す

る
こ
と
に
伴
い
利
用
者
数
が
増
加

す
る
こ
と
を
想
定
し
、
発
行
予
定

数
を
算
定
し
た
。

観
光
戦
略
課
長

※　債務負担行為…１つの事業が単年度で終了せずに、後年度でも負担しなければならない場合に、議会の議決を経てその期間と額を定めるもの。
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常任委員会

　
　
　
支
給
対
象
者
の
拡
大
に
伴

い
、
事
業
費
は
ど
の
程
度
の
増
額

を
見
込
ん
で
い
る
の
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
支
給
対

象
者
は
約
６
０
０
０
人
拡
大
さ
れ

る
こ
と
と
な
り
、
令
和
６
年
度
は

１
億
５
２
０
０
万
円
、
７
年
度
は

１
億
８
２
０
０
万
円
の
増
額
を
想

こ
ど
も

（
９
月
定
例
会
）

令
和
６
年
４
月
か
ら
、
こ
ど

も
医
療
給
付
金
の
支
給
対
象

を
１８
歳
の
外
来
療
養
な
ど
の

医
療
費
ま
で
拡
大

委
員

こ
ど
も
家
庭
支
援
課
長

定
し
て
い
る
。
な
お
、
医
療
費
の

請
求
が
２
カ
月
後
に
な
る
こ
と
か

ら
、
６
年
度
は
１０
カ
月
分
の
支
給

と
な
る
た
め
、
７
年
度
と
の
差
が

生
じ
る
も
の
で
あ
る
。

　
　
　
制
度
の
拡
充
に
向
け
た
ス

ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
ど
う
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
令
和
５

年
中
に
シ
ス
テ
ム
を
改
修
し
て
対

象
者
を
抽
出
し
、
６
年
１
月
中
に

は
保
険
証
の
情
報
を
確
認
す
る
た

め
の
確
認
書
の
送
付
と
受
け
付
け

を
開
始
す
る
予
定
で
あ
る
。
そ
の

後
、
６
年
２
月
下
旬
ま
で
に
受
け

付
け
と
シ
ス
テ
ム
へ
の
入
力
作
業

を
行
い
、
６
年
３
月
下
旬
に
は
医

療
証
を
発
送
す
る
予
定
で
あ
る
。

委
員

こ
ど
も
家
庭
支
援
課
長

　
　
　
Ｄ※
１
Ｂ
Ｏ
方
式
で
事
業
を
行

う
場
合
、
指
定
管
理
者
の
公
募
は

行
わ
ず
に
Ｄ
Ｂ
Ｏ
事
業
者
を
指
定

管
理
者
と
す
る
の
か
。

　
　
　
　
　
山
形
市
公
の
施
設
に

係
る
指
定
管
理
者
の
指
定
の
手
続

等
に
関
す
る
条
例
で
は
、
Ｄ
Ｂ
Ｏ

方
式
や
Ｐ※
２
Ｆ
Ｉ
方
式
の
場
合
は
公

募
を
行
わ
ず
に
、
指
定
管
理
者
の

候
補
者
を
選
定
す
る
こ
と
が
で
き

ま
ち
づ
く
り

（
９
月
定
例
会
）

道
の
駅
や
ま
が
た
蔵
王
の
指

定
管
理
者
を
決
定

委
員

総
務
部
長

る
と
規
定
し
て
い
る
。
制
度
上
、

Ｄ
Ｂ
Ｏ
事
業
者
は
、
自
ら
が
運
営

す
る
こ
と
を
前
提
と
し
て
施
設
の

設
計
と
工
事
を
行
う
た
め
、
運
営

を
行
う
事
業
者
の
み
を
別
途
公
募

す
る
こ
と
は
、
通
常
行
っ
て
い
な

い
。

　
　
　
Ｄ
Ｂ
Ｏ
方
式
で
、
指
定
管

理
者
が
１５
年
間
施
設
の
維
持
管
理

を
行
う
と
の
こ
と
だ
が
、そ
の
間
、

市
は
指
定
管
理
者
に
対
し
て
、
経

営
面
な
ど
へ
意
見
す
る
こ
と
は
で

き
る
の
か
。

　
　
　
　
　
　
　
Ｄ
Ｂ
Ｏ
事
業
へ

の
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
な
ど
を
行
う
中

で
状
況
を
検
証
し
な
が
ら
、
経
営

や
運
営
に
対
す
る
声
を
伝
え
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

委
員

公
共
交
通
課
長

　
　
　
多
く
の
方
が
制
度

拡
充
の
対
象
と
な
る
が
、

ど
の
よ
う
に
周
知
を
行
っ

て
い
く
の
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

年
１
回
の
医
療
証
更
新
時

に
案
内
を
行
う
ほ
か
、
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
広
報
や

ま
が
た
、
お
や
こ
よ
り
そ

い
チ
ャ
ッ
ト
や
ま
が
た
な

ど
を
活
用
し
て
周
知
を
行

う
予
定
で
あ
る
。
ま
た
、

国
民
健
康
保
険
団
体
連
合

会
を
通
し
て
、
県
内
の
医

療
機
関
へ
制
度
を
通
知
す

る
予
定
で
あ
る
。

委
員

こ
ど
も
家
庭
支
援
課
長

▲制度を拡充し、さらなる子育て世帯支援へ

※１　ＤＢＯ…民間の事業者に公共施設などの設計（Design）、建設（Build）、運営（Operate）を一括して委ねるが、施設の所有や資金調達は行政側が行う方式。
※２　ＰＦＩ…‌‌Private‌Finance‌Initiativeの略称で、民間の事業者に公共施設などの設計、建設、運営のほか、資金調達まで一括して委ねる方式。施

設整備後に行政側に施設の所有権を渡す方式（ＢＴＯ方式）や、民間が施設を所有し続け契約終了後に行政側に施設の所有権を渡す方式
（ＢＯＴ方式）などがある。

総 務
産業文教

厚 生
環境建設

委員会を開催しました
（７月臨時会 産業文教委員会）
（９月定例会 各常任委員会）

　議員が選挙区内の人にお金や物を贈るこ
とは、公職選挙法で禁止されており、違反
すると罰せられます。
　有権者が議員へ寄付を求めることも禁止
されています。

議員から年賀状などの
あいさつ状を出すことは
禁止されています

　自筆による答礼を除き、議
員が選挙区内の人に対して、
年賀状などの時候のあいさつ
状（電報なども含む）を出す
ことは禁止されています。

市民の皆さまのご理解をお願いします
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９
月
定
例
会
で
可
決
さ
れ
た
意

見
書
は
１
件
で
す
。
関
係
機
関
に

送
付
し
ま
し
た
。

　
令
和
４
年
６
月
開
催
の
核
兵
器

意
見
書
（
要
旨
）

核
兵
器
禁
止
条
約
の
実
効
性
を

高
め
る
た
め
の
主
導
的
役
割
を

果
た
す
こ
と
を
求
め
る
意
見
書

　９月定例会で審議された請願はありませんでした。陳情は、継続審査中
の１件を所管する委員会で審査しました。委員会での審査結果は以下の通
りです。

件　　　　　　　名
紹介議員 所　管

委員会 結　果
提　　　出　　　者

陳　
　
情

第
５
号（
５
）

継　
続

全国霊感商法対策弁護士連絡会の
不当な声明に対することについて

総　務 不採択
山形県を明るくする会
代表　井上　均

陳　　情

　７月臨時会を７月２８日に開催しました。７月
臨時会では、「民間資金等の活用による公共施設等の
整備等の促進に関する法律に基づく特定事業に係る契
約の締結について」の一部変更について（山形市立南
沼原小学校校舎等改築事業）の議案１件が上程され、
所管する産業文教委員会に付託し審査を行いました。
　審査終了後に本会議を再開し、委員長報告を受けた
後、採決した結果、全員異議なく同意しました。
　また、７月臨時会の開会に先立ち、山形花笠まつり
を盛り上げようと、議員が企画した議場でのＰＲ（花
笠議会）が行われました。本会議場内を花笠で飾り付
け、議員と市執行部職員が法

はっぴ
被を着用して、華やかな

中で花笠まつりをＰＲしました。

７月臨時会（花笠議会）

▲出席者全員で花笠まつりの成功を祈念

と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
条
約
の

効
果
的
な
運
用
と
発
展
の
た
め
に

は
、
核
保
有
国
や
そ
の
同
盟
国
を

含
め
た
多
く
の
国
が
参
加
し
、
議

論
さ
れ
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

　
令
和
５
年
５
月
に
は
、
被
爆
地

長
崎
で
Ｇ
７
長
崎
保
健
大
臣
会
合

が
開
催
さ
れ
、
各
国
の
閣
僚
が
平

和
公
園
で
献
花
を
行
い
、
被
爆
地

広
島
で
は
、
Ｇ
７
広
島
サ
ミ
ッ
ト

が
開
催
さ
れ
、
主
要
７
か
国
の
首

脳
が
核
兵
器
の
な
い
世
界
に
向
け

た
議
論
を
行
っ
て
い
る
。
こ
の
よ

う
に
世
界
の
リ
ー
ダ
ー
が
被
爆
地

を
訪
れ
被
爆
の
実
相
に
触
れ
た
こ

と
は
、
国
際
的
な
注
目
を
集
め
る

貴
重
な
機
会
と
な
っ
た
。

　
被
爆
者
の
平
均
年
齢
が
８５
歳
を

超
え
る
中
、
核
兵
器
の
な
い
世
界

の
実
現
と
い
う
被
爆
者
の
切
な
る

願
い
を
、
唯
一
の
戦
争
被
爆
国
と

し
て
日
本
政
府
は
真
摯
に
受
け
止

め
、
核
保
有
国
と
非
核
保
有
国
の

橋
渡
し
に
努
め
る
な
ど
、
条
約
の

実
効
性
を
高
め
る
た
め
に
主
導
的

役
割
を
果
た
す
必
要
が
あ
る
。

　
本
市
は
、
昭
和
５９
年
に
「
山
形

市
平
和
都
市
宣
言
」
を
議
決
し
、

さ
ま
ざ
ま
な
平
和
都
市
宣
言
事
業

を
継
続
し
て
お
り
、
令
和
５
年
１０

月
に
は
、
被
爆
ピ
ア
ノ
を
使
用
し

た
議
場
平
和
コ
ン
サ
ー
ト
を
開
催

し
、唯
一
の
戦
争
被
爆
国
と
し
て
、

核
兵
器
の
廃
絶
を
訴
え
て
い
る
。

　
以
上
か
ら
、
国
が
次
の
事
項
を

実
現
す
る
よ
う
、強
く
要
望
す
る
。

１　
核
兵
器
禁
止
条
約
へ
の
早
期

署
名
・
批
准
に
向
け
て
、
ま
ず
は

令
和
５
年
１１
月
に
開
催
予
定
の
第

２
回
締
約
国
会
議
に
オ
ブ
ザ
ー

バ
ー
と
し
て
参
加
す
る
こ
と
。

２　
そ
の
上
で
、
核
保
有
国
を
含

む
核
兵
器
禁
止
条
約
に
署
名
・
批

准
し
て
い
な
い
国
に
対
し
、署
名
・

批
准
を
要
請
す
る
こ
と
。

禁
止
条
約
第
１
回
締
約
国
会
議
で

は
、
核
兵
器
の
非
人
道
性
を
再
確

認
す
る
と
と
も
に
、
核
兵
器
に
依

存
し
た
安
全
保
障
を
批
判
し
、
条

約
へ
の
参
加
促
進
や
核
被
害
者
援

助
な
ど
、
条
約
の
内
容
を
実
現
す

る
方
策
を
盛
り
込
ん
だ
最
終
文
書

で
あ
る
「
ウ
ィ
ー
ン
宣
言
」
と
具

体
的
な
行
動
を
定
め
た
「
ウ
ィ
ー

ン
行
動
計
画
」
が
採
択
さ
れ
た
。

　
核
の
傘
の
下
に
あ
り
な
が
ら
オ

ブ
ザ
ー
バ
ー
参
加
し
た
国
が
あ
る

一
方
、
核
保
有
国
や
そ
の
同
盟
国

は
不
参
加
で
あ
り
、
条
約
の
実
効

性
を
高
め
る
上
で
の
大
き
な
課
題

　
令
和
５
年
１０
月
３１
日
で
任
期
満

了
と
な
る
髙た
か
倉く
ら
正ま
さ
則の
り
副
市
長
を
引

き
続
き
選
任
す
る
こ
と
に
、
全
会

一
致
で
同
意
し
ま
し
た
。

人
事
案
件

髙
倉
氏
の
副
市
長
選
任
に

同
意

▲再任された髙倉正則副市長
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議決議案一覧（７月臨時会）
議案番号 件　　　　名 議決結果

議第５９号
「民間資金等の活用による公共施設等の整備等の促進に関する法律に基づく特定事業に
係る契約の締結について」の一部変更について（山形市立南沼原小学校校舎等改築事業）
　山形市立南沼原小学校校舎等改築事業の契約金額を変更するものです。

同意
（全会一致）

議会案番号 件　　　　名 議決結果

議会案
第４号

核兵器禁止条約の実効性を高めるための主導的役割を果たすことを求める意見書の提出
について
　内容は１０ページをご覧ください。

可決
（全会一致）

議案番号 件　　　　名 議決結果

議第６０号 令和４年度山形市一般会計及び特別会計歳入歳出決算認定について 認定
（全会一致）

議第６１号
議第６２号

令和４年度山形市水道事業会計剰余金の処分及び決算認定について
令和４年度山形市公共下水道事業会計剰余金の処分及び決算認定について

可決および
認定

（全会一致）

議第６３号 令和４年度山形市立病院済生館事業会計剰余金の処分及び決算認定について
可決および
認定

（全会一致）

議第６４号 令和５年度山形市一般会計補正予算
　内容は８ページをご覧ください。

可決
（全会一致）

議第６５号
「工事請負契約の締結について」の一部変更について（道の駅「（仮称）蔵王」整備事業
設計建設工事）
　道の駅「（仮称）蔵王」整備事業設計建設工事の請負金額と工事の名称を変更するもの‌
です。

同意
（全会一致）

議第６６号 指定管理者の指定について（道の駅やまがた蔵王）
　道の駅やまがた蔵王の管理を行う指定管理者を指定するものです。

可決
（全会一致）

議第６７号 山形市職員の懲戒の手続及び効果に関する条例等の一部改正について
　新型インフルエンザ等対策特別措置法の改正に伴い、規定の整備をするものです。

可決
（全会一致）

議第６８号
山形市基金の設置、管理及び処分に関する条例の一部改正について
　公共施設などの整備や改修などに活用するための基金を新たに設置するとともに、‌
公共施設維持補修基金を廃止するものです。

可決
（全会一致）

議第６９号
山形市福祉医療給付金支給条例の一部改正について
　外来療養などを対象とするこども医療給付金の支給対象者の範囲を１８歳までに拡大す
るものです。

可決
（全会一致）

議第７０号
山形市保健衛生関係手数料条例の一部改正について
　旅館業法の改正に伴い、旅館業の譲渡に関する旅館業許可承継承認申請手数料を定め
るものです。

可決
（全会一致）

議第７１号
山形市旅館業法施行条例の一部改正について
　旅館業法の改正に伴い、旅館業の譲渡で営業者の地位が承継される場合の基準などの
規定を整備するものです。

可決
（全会一致）

議第７２号
山形市火災予防条例の一部改正について
　総務省令の改正に伴い、蓄電池設備、固体燃料を使用する火気設備などへの火災予防
上必要な措置に関して所要の改正を行うものです。

可決
（全会一致）

議第７３号 山形市副市長の選任について
　内容は１０ページをご覧ください。

同意
（全会一致）

議決議案一覧（９月定例会）
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石
川
県
金
沢
市
で
は
、
ス

マ
ー
ト
フ
ォ
ン
で
読
み
取
る
こ
と

で
音
声
情
報
が
提
供
さ
れ
る
コ
ー

ド
化
点
字
ブ
ロ
ッ
ク
を
街
な
か
の

Q

交
差
点
な
ど
に
設
置
し
て
い
る
。

障
が
い
者
や
外
国
人
な
ど
の
利
用

が
期
待
で
き
る
た
め
、
本
市
も
導

入
し
て
は
ど
う
か
。

　
　
多
言
語
に
対
応
し
た
音
声
機

A

能
で
の
案
内
が
可
能
で
あ
り
、
外

国
人
観
光
客
を
含
め
た
す
べ
て
の

人
が
活
用
で
き
る
た
め
、
金
沢
市

の
取
り
組
み
を
注
視
し
な
が
ら
、

調
査
研
究
し
て
い
く
。

　
　
市
内
の
夜
景
ス
ポ
ッ
ト
を
ま

と
め
た
夜
景
マ
ッ
プ
を
作
成
し
、

宿
泊
業
者
や
タ
ク
シ
ー
事
業
者
な

ど
に
活
用
し
て
も
ら
う
こ
と
で
、

観
光
客
の
長
期
滞
在
に
つ
な
げ
て

は
ど
う
か
。

　
　
夜
景
を
は
じ
め
と
す
る
市
内

の
観
光
名
所
の
紹
介
に
特
化
し
た

Ｓ
Ｎ
Ｓ
の
ア
カ
ウ
ン
ト
を
開
設
す

る
と
と
も
に
、
市
内
の
温
泉
施
設

な
ど
と
連
携
し
て
観
光
客
へ
の
情

報
提
供
を
行
い
、
回
遊
し
て
も
ら

う
こ
と
で
、
長
期
滞
在
に
つ
な
げ

て
い
く
。

　
　
伴
走
型
の
相
談
体
制
の
強
化

や
産
後
ケ
ア
の
充
実
な
ど
、
子
育

て
環
境
を
さ
ら
に
向
上
さ
せ
る
た

め
、
ど
の
よ
う
に
取
り
組
ん
で
い

く
の
か
。

　
　
産
婦
の
誰
も
が
産
後
ケ
ア
を

利
用
で
き
る
よ
う
に
、
対
象
者
を

拡
大
す
る
予
定
で
あ
る
。
伴
走
型

の
相
談
支
援
と
し
て
実
施
す
る
面

談
も
活
用
し
な
が
ら
、
市
民
の

ニ
ー
ズ
を
把
握
し
、
さ
ら
な
る
充

実
に
努
め
て
い
く
。

Q

AQ

A

一 般 質 問

市
政
の
こ
こ
が
聞
き
た
い

市
政
の
こ
こ
が
聞
き
た
い

　

一
般
質
問
と
は　
議
員
が
、
市
政
全
般
に
わ
た
る
事
務
の

執
行
状
況
や
政
策
方
針
に
対
し
て
、
市
長
や
担
当
す
る
各
部

長
な
ど
に
質
問
す
る
こ
と
で
す
。
９
月
定
例
会
で
は
、
１０
月

１１
日
と
１２
日
の
２
日
間
で
８
人
の
議
員
が
質
問
を
行
い
ま
し

た
の
で
、
主
な
質
問
を
紹
介
し
ま
す
。

　令和５年９月定例会の一般質
問の模様は、「山形市議会イン
ターネット議会中継」サイトに
て配信中です。
　インターネットによる配信で
は、各議員の一般質問の内容全
てをご覧いただくことができま
す。
　また、生中継での配信も行っ
ておりますので、次回の令和５
年１２月定例会開催
時には、ぜひご活
用ください。

ウェブサイト
で 検索山形市議会　中継

一般質問をインターネットで簡単視聴！

コ
ー
ド
化
点
字
ブ
ロ
ッ
ク
の

設
置
を
！！

田た

中な
か　

英え
い
子こ
（
新

翔

会
）
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教※
２
育
Ｄ
Ｘ
の
推
進
の
た
め
に

は
、
対
応
可
能
な
人
材
の
確
保
が

必
要
と
な
る
が
、
教
員
志
願
者
が

減
少
す
る
中
で
、
教
員
へ
の
支
援

を
ど
の
よ
う
に
行
っ
て
い
く
の
か
。

　
　
Ｉ
Ｃ
Ｔ
支
援
員
を
積
極
的
に

配
置
し
、
授
業
づ
く
り
へ
の
相
談

対
応
や
児
童
生
徒
の
タ
ブ
レ
ッ
ト

操
作
へ
の
支
援
な
ど
を
行
っ
て
い

る
。
ま
た
、
学
校
へ
の
訪
問
研
修

な
ど
も
行
っ
て
お
り
、
質
の
高
い

教
育
環
境
の
実
現
に
向
け
た
取
り

組
み
を
進
め
て
い
く
。

　
　
教
育
Ｄ
Ｘ
で
学
び
の
個
別
最

適
化
が
進
む
と
、
興
味
の
あ
る
分

野
へ
の
学
習
の
偏
り
な
ど
が
生
じ

QAQ

　
　
選
挙
の
投
票
所
は
、
駐
車
場

や
ア
ク
セ
ス
面
な
ど
の
周
辺
環
境

が
整
っ
た
場
所
を
指
定
す
べ
き
で

は
な
い
か
。

　
　
市
民
に
分
か
り
や
す
い
施
設

で
あ
る
こ
と
な
ど
を
重
視
し
指
定

し
て
い
る
。
今
後
は
、
投
票
所
の

駐
車
場
の
情
報
や
混
雑
す
る
時
間

帯
な
ど
の
情
報
を
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

で
公
開
し
、
混
雑
を
緩
和
す
る
よ

う
に
努
め
て
い
く
。

　
　
山
形
Ｐ
Ａ
ス
マ
ー
ト
イ
ン

タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
の
近
隣
に
産
直
施

設
や
飲
食
物
を
提
供
す
る
施
設
を

整
備
し
、
さ
ら
な
る
に
ぎ
わ
い
創

出
を
図
っ
て
は
ど
う
か
。

　
　
西
公
園
で
進
め
て
い
る
Ｐ※
１
ａ

ｒ
ｋ−

Ｐ
Ｆ
Ｉ
事
業
の
中
で
、
民

間
活
力
の
導
入
を
検
討
し
、
に
ぎ

わ
い
創
出
に
つ
な
げ
て
い
く
。

　
　
被
災
し
た
外
国
人
や
聴
覚
障

が
い
者
と
消
防
隊
な
ど
と
の
間
で

通
訳
を
行
う
機
能
別
消
防
団
員
を

設
置
し
て
は
ど
う
か
。

　
　
設
置
の
予
定
は
な
い
が
、
消

防
団
員
は
さ
ま
ざ
ま
な
職
業
の
人

で
構
成
さ
れ
て
お
り
、
技
能
資
格

な
ど
の
状
況
の
把
握
と
活
用
を
消

防
団
と
協
議
し
検
討
し
て
い
く
。

　
　
新
市
民
会
館
の
整
備
で
は
、

市
産
材
を
ふ
ん
だ
ん
に
活
用
す
る

こ
と
で
、
新
施
設
の
売
り
と
し
て

は
ど
う
か
。

　
　
整
備
に
向
け
て
民
間
事
業
者

か
ら
提
案
を
求
め
る
中
で
、
設
計

段
階
か
ら
市
産
材
の
積
極
的
な
活

用
に
向
け
て
地
元
企
業
と
の
対
話

を
図
る
こ
と
や
、
市
産
材
の
使
用

量
を
市
に
報
告
す
る
こ
と
な
ど
を

要
求
水
準
に
盛
り
込
み
、
来
館
者

に
と
っ
て
居
心
地
の
良
い
空
間
を

創
出
し
て
い
く
。

QA

QAQ

AQ

A

る
の
で
は
な
い
か
。

　
　
令
和
５
年
度
に
導
入
し
た
Ａ

Ｉ
型
学
習
ド
リ
ル
な
ど
で
は
、
す

べ
て
の
児
童
生
徒
に
対
し
て
、
基

礎
的
・
基
本
的
な
知
識
と
技
能
の

習
得
を
中
心
と
し
た
、
一
人
一
人

に
合
っ
た
指
導
を
行
う
こ
と
と
し

て
お
り
、
単
一
教
科
へ
の
偏
り
は

な
い
と
考
え
て
い
る
。
ま
た
、
Ｉ

Ｃ
Ｔ
機
器
を
活
用
し
た
グ
ル
ー
プ

ワ
ー
ク
な
ど
で
、
協
働
的
な
学
び

の
充
実
を
図
る
な
ど
、
一
人
一
人

に
必
要
な
資
質
や
能
力
を
育
成
し

て
い
く
。

　
　
部
活
動
の
地
域
移
行
先
の
決

定
方
法
は
ど
う
か
。
ま
た
、
重
大

事
故
が
発
生
し
た
際
の
責
任
の
所

在
な
ど
、
移
行
後
の
市
の
関
わ
り

は
ど
の
よ
う
に
な
る
の
か
。

　
　
５
年
度
に
実
施
す
る
モ
デ
ル

事
業
で
は
、
部
員
数
や
指
導
者
の

配
置
状
況
、
受
入
団
体
の
体
制
な

ど
を
踏
ま
え
て
、
受
け
皿
を
決
定

し
て
い
く
。
市
や
学
校
の
関
わ
り

方
や
事
故
が
発
生
し
た
場
合
の
対

応
は
、
モ
デ
ル
事
業
で
の
課
題
や

他
市
町
で
の
先
行
事
例
の
状
況
な

ど
を
踏
ま
え
て
研
究
し
て
い
く
。

　
　
ア
リ
オ
ン
テ
ッ
ク
蔵
王
シ
ャ

ン
ツ
ェ
を
地
域
の
活
性
化
に
活
か

す
た
め
、
夏
季
は
ス
ロ
ー
プ
カ
ー

を
開
放
し
、
観
光
客
が
ス
タ
ー
ト

地
点
か
ら
の
景
色
を
体
験
で
き
る

よ
う
に
し
て
は
ど
う
か
。

　
　
令
和
５
年
１２
月
に
ス
ロ
ー
プ

カ
ー
を
更
新
し
、
乗
車
定
員
が
２０

人
と
な
る
こ
と
か
ら
、
６
年
春
以

降
は
観
光
客
も
活
用
で
き
る
よ
う

に
調
整
し
て
い
く
。

　
　
江
戸
時
代
の
古
地
図
や
昭
和

の
地
図
と
現
在
の
地
図
を
見
比
べ

て
街
歩
き
を
楽
し
め
る
よ
う
に
す

る
こ
と
や
、
歴
史
を
感
じ
る
遺
構

を
紹
介
す
る
こ
と
で
、
観
光
誘
客

を
図
っ
て
は
ど
う
か
。

　
　
市
も
参
加
す
る
山
形
ア
ー
カ

イ
ブ
実
行
委
員
会
で
は
、
江
戸
時

代
か
ら
昭
和
初
期
の
地
図
を
現
在

の
地
図
に
重
ね
た
コ
ン
テ
ン
ツ
を

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
公
開
し
て
い
る
。

ま
た
、
複
数
の
文
化
財
を
さ
ま
ざ

ま
な
ス
ト
ー
リ
ー
で
つ
な
ぎ
、
発

信
す
る
こ
と
を
検
討
し
て
お
り
、

郷
土
愛
の
醸
成
と
観
光
誘
客
に
つ

な
が
る
よ
う
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

　
　
村
山
市
で
は
、
５
年
７
月
か

ら
帯
状
疱
疹
ワ
ク
チ
ン
接
種
へ
の

助
成
を
開
始
し
て
い
る
が
、
本
市

で
も
助
成
を
行
っ
て
は
ど
う
か
。

　
　
国
の
専
門
委
員
会
で
有
効
性

や
安
全
性
が
実
証
さ
れ
た
定
期
接

種
を
公
費
負
担
の
対
象
と
し
て
い

る
が
、
現
在
審
議
中
の
ワ
ク
チ
ン

で
あ
る
た
め
、
助
成
制
度
の
在
り

方
を
調
査
研
究
し
て
い
く
。

AQA

QAQ

AQA

支
援
体
制
を
充
実
さ
せ
、安
心
し
て

学
べ
る
教
育
環
境
の
整
備
を

高た
か
橋は
し　

正ま
さ
樹き
（
新

翔

会
）

▲観光情報や避難所の案内を読み取り可能
※１　Ｐａｒｋ－ＰＦＩ…‌‌園路、広場などの整備を一体的に行うことを条件に、都市公園内での飲食店、売店などの公園施設の設置・管理を行う民

間事業者を公募で選定する制度。
※２　教育ＤＸ…教育の場で最新のデジタル技術を活用することで、指導方法や教職員の業務などの改革を行うこと。

▲質の高い「個別最適な学び」の実現を

13

令和5年12月1日／226号令和5年12月1日／226号
やまがた市議会報やまがた市議会報



　
　
国
は
水
田
活
用
の
直
接
支
払

交
付
金
の
交
付
要
件
と
し
て
「
５

年
水
張
り
ル
ー
ル
」
を
設
け
て
い

る
が
、
要
件
を
改
め
る
よ
う
に
国

Q

に
要
望
し
て
は
ど
う
か
。

　
　
山
形
県
市
長
会
を
通
し
た
国

へ
の
要
望
を
継
続
し
な
が
ら
、
山

形
市
農
業
戦
略
本
部
で
対
応
策
を

検
討
し
て
い
く
。

A
　
　
既
存
の
公
共
交
通
網
の
沿
線

に
新
た
な
公
共
施
設
を
整
備
す
る

こ
と
で
、
施
設
や
公
共
交
通
の
利

用
者
の
増
加
を
図
っ
て
は
ど
う
か
。

　
　
公
共
施
設
の
設
置
で
は
、
さ

ま
ざ
ま
な
要
素
や
条
件
を
考
慮
す

る
必
要
が
あ
り
、
一
律
に
建
設
地

の
考
え
方
を
定
め
る
こ
と
は
難
し

い
が
、
公
共
交
通
網
の
充
実
や
市

民
の
利
便
性
の
向
上
な
ど
に
重
要

な
視
点
で
あ
る
た
め
、
施
設
整
備

の
際
は
今
後
も
考
慮
し
て
い
く
。

　
　
霞
城
公
園
の
最
上
義
光
像
な

ど
の
フ
ォ
ト
ス
ポ
ッ
ト
で
「
映ば

え

る
写
真
」
を
撮
れ
る
よ
う
に
案
内

看
板
を
設
置
し
、
二
次
元
コ
ー
ド

QAQ

　
　
肥
満
体
質
の
改
善
が
期
待
さ

れ
る
あ
け
び
を
戦
略
農
産
物
と
し

て
生
産
振
興
し
、
本
市
の
食
文
化

を
全
国
に
発
信
し
て
は
ど
う
か
。

　
　
生
産
規
模
拡
大
の
課
題
を
整

理
し
な
が
ら
、
山
形
市
農
業
戦
略

本
部
で
検
討
し
て
い
く
。

　
　
Ｊ
Ａ
を
中
心
と
す
る
コ※

ン

ソ
ー
シ
ア
ム
を
実
施
主
体
と
し
て
、

南
山
形
地
区
で
や
ま
が
た
紅
王
の

団
地
化
を
図
っ
て
は
ど
う
か
。

　
　
山
形
大
学
農
学
部
に
委
託
し

た
さ
く
ら
ん
ぼ
の
適
地
・
適
作
調

査
の
結
果
を
踏
ま
え
、
施
設
整
備

の
内
容
、
場
所
や
規
模
、
運
営
の

実
施
主
体
な
ど
を
検
討
し
て
い
く
。

　
　
社
会
情
勢
を
踏
ま
え
て
、
山

形
市
鳥
獣
被
害
対
策
実
施
隊
の
活

動
費
を
増
額
し
て
は
ど
う
か
。

　
　
南
奥
羽
鳥
獣
害
防
止
広
域
対

策
協
議
会
の
構
成
市
町
と
情
報
交

換
を
行
い
な
が
ら
検
討
し
て
い
く
。

　
　
サ
マ
ー
ス
キ
ー
ジ
ャ
ン
プ
大

会
を
２
日
間
と
し
、
選
手
と
の
交

流
事
業
を
実
施
し
て
は
ど
う
か
。

　
　
競
技
団
体
や
関
係
機
関
と
意

見
交
換
を
行
う
と
と
も
に
、
サ
イ

ン
会
な
ど
は
集
客
に
有
効
と
考
え

る
た
め
、
参
加
選
手
か
ら
意
見
を

聞
き
な
が
ら
検
討
し
て
い
く
。

QAQ

AQA

QA

で
多
言
語
に
対
応
し
た
説
明
を

行
っ
て
は
ど
う
か
。

　
　
霞
城
公
園
の
Ｐ
Ｒ
と
な
り
、

さ
ら
な
る
誘
客
も
期
待
で
き
る
た

め
、
周
辺
景
観
と
の
調
和
に
配
慮

し
な
が
ら
設
置
を
検
討
し
て
い
く
。

　
　
中
心
市
街
地
の
コ
イ
ン
パ
ー

キ
ン
グ
の
上
限
料
金
を
分
か
り
や

す
い
表
記
に
統
一
す
る
よ
う
に
事

業
者
に
働
き
か
け
て
は
ど
う
か
。

　
　
東
北
都
市
消
費
者
行
政
協
議

会
を
通
じ
て
、
国
へ
要
望
を
行
う

こ
と
な
ど
を
検
討
し
て
い
く
。

　
　
環
境
に
優
し
い
水
素
コ
ン
ロ

の
普
及
を
図
る
た
め
、
飲
食
店
事

業
者
な
ど
を
対
象
と
し
た
補
助
制

度
を
設
け
て
は
ど
う
か
。

　
　
水
素
は
、
脱
炭
素
社
会
の
実

現
に
有
効
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
で
あ
る

た
め
、
普
及
に
向
け
た
取
り
組
み

を
調
査
研
究
し
て
い
く
。

　
　
文
化
創
造
都
市
の
推
進
に
向

け
て
、
個
人
レ
ベ
ル
で
の
文
化
活

動
を
盛
り
上
げ
る
た
め
、
設
備
の

整
っ
た
小
規
模
な
会
場
を
新
市
民

会
館
に
整
備
し
て
は
ど
う
か
。

　
　
発
表
や
リ
ハ
ー
サ
ル
に
も
対

応
で
き
る
舞
台
設
備
や
遮
音
性
な

ど
を
取
り
入
れ
た
大
ス
タ
ジ
オ
を

設
置
し
、
幅
広
い
分
野
の
催
し
に

活
用
し
て
も
ら
う
こ
と
で
、
文
化

芸
術
活
動
を
推
進
し
て
い
く
。

　
　
Ｊ
Ｒ
東
日
本
と
意
見
交
換
を

進
め
、
福
島
県
柳や
な
い
づ津
町
を
参
考
に

無
人
駅
を
活
用
し
た
文
化
の
発
信

拠
点
を
整
備
し
て
は
ど
う
か
。

　
　
観
光
や
地
域
振
興
な
ど
、
さ

ま
ざ
ま
な
観
点
で
無
人
駅
の
利
活

用
の
可
能
性
を
検
討
し
、
Ｊ
Ｒ
東

日
本
と
意
見
交
換
を
行
っ
て
い
く
。

　
　
体
育
祭
の
練
習
中
に
熱
中
症

で
複
数
の
生
徒
が
救
急
搬
送
さ
れ

る
事
案
が
発
生
し
た
が
、
練
習
の

中
止
を
判
断
す
る
権
限
や
体
制
づ

く
り
な
ど
、
改
善
に
向
け
て
、
今

後
ど
の
よ
う
に
取
り
組
ん
で
い
く

の
か
。

　
　
児
童
生
徒
の
命
を
守
る
こ
と

を
最
優
先
に
、
安
全
管
理
体
制
の

改
善
や
、
よ
り
適
切
な
判
断
で
安

全
に
教
育
活
動
が
展
開
さ
れ
る
よ

う
に
、
校
長
会
な
ど
を
通
し
て
指

導
し
て
い
く
。

　
　
県
は
中
学
校
と
高
校
の
屋
内

運
動
施
設
へ
の
ス
ポ
ッ
ト
ク
ー

ラ
ー
の
設
置
に
対
し
て
補
助
を
行

う
が
、
冷
房
設
備
の
整
備
に
向
け

て
、
本
市
は
ど
の
よ
う
に
取
り
組

ん
で
い
く
の
か
。

　
　
中
学
校
体
育
館
へ
の
ス
ポ
ッ

ト
ク
ー
ラ
ー
な
ど
の
設
置
は
、
部

活
動
の
合
間
な
ど
の
一
時
的
な

ク
ー
ル
ダ
ウ
ン
に
は
有
効
で
あ
る

た
め
、
導
入
を
検
討
し
て
い
く
。

AQAQA

QAQAQ

AQA

長
期
的
な
視
点
で

持
続
可
能
な
政
策
を
！

地
域
農
業
の
振
興
と
雇
用
拡
大
に

つ
な
が
る
企
業
誘
致
を
図
れ
！

▲脱炭素社会の実現に期待される水素コンロ

※　コンソーシアム…共通の目的を持つ複数の組織が協力するために結成する共同体のこと。

安あ

久く

津つ　
優す
ぐ
る　（

新

翔

会
）

高た
か
野の　
英ひ
で
昭あ
き

（
新

翔

会
）
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救
急
搬
送
困
難
事
案
を
減
少

さ
せ
る
た
め
、
医
療
機
関
へ
の
一

斉
受
入
照
会
な
ど
が
可
能
と
な
る

救
急
医
療
情
報
共
有
シ
ス
テ
ム
を

早
期
に
導
入
し
て
は
ど
う
か
。

　
　
山
形
連
携
中
枢
都
市
圏
ワ
ー

キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
会
議
で
検
討
し

て
お
り
、
令
和
６
年
度
の
導
入
に

向
け
て
圏
域
内
市
町
や
救
急
告
示

病
院
に
働
き
か
け
を
行
っ
て
い
く
。

　
　
県
と
実
施
す
る
や
ま
が
た
就

職
促
進
奨
学
金
返
還
支
援
事
業

は
、
支
援
対
象
と
な
る
就
職
先
や

奨
学
金
の
種
類
が
限
定
さ
れ
て
い

る
が
、
テ
レ
ワ
ー
ク
な
ど
も
含
め

て
要
件
を
緩
和
す
る
と
と
も
に
、

QAQ

　
　
西
南
部
の
市
街
化
調
整
区
域

内
に
地
域
空
き
地
空
き
家
供
給
バ

ン
ク
を
構
築
し
、
移
住
・
定
住
人

口
の
拡
大
を
図
っ
て
は
ど
う
か
。

　
　
他
自
治
体
の
事
例
も
参
考
に
、

地
区
振
興
会
や
民
間
事
業
者
な
ど

と
連
携
し
た
地
域
に
特
化
し
た
取

り
組
み
を
調
査
研
究
し
て
い
く
。

　
　
大
曽
根
地
区
須
川
左
岸
の
水

害
が
多
い
農
地
に
建
設
土
砂
集
積

施
設
を
整
備
し
、
産
業
団
地
な
ど

の
高
度
利
用
を
図
っ
て
は
ど
う
か
。

　
　
提
案
さ
れ
た
農
地
を
含
め
て
、

建
設
土
砂
集
積
施
設
の
候
補
地
を

検
討
す
る
。
ま
た
、
山
形
中
央
イ

ン
タ
ー
産
業
団
地
な
ど
の
例
を
参

考
に
、
埋
立
後
の
土
地
の
効
果
的

な
利
用
を
検
討
し
て
い
く
。

　
　
重
要
事
業
と
し
て
、
山
形
Ｐ

Ａ
ス
マ
ー
ト
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ

周
辺
へ
産
業
団
地
を
整
備
し
て
は

ど
う
か
。

　
　
新
た
な
産
業
団
地
の
整
備
は
、

次
期
工
業
振
興
計
画
を
基
本
と
し
、

当
該
エ
リ
ア
も
含
め
て
、
早
急
か

つ
戦
略
的
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

　
　
民
間
事
業
者
と
連
携
し
、
市

有
施
設
に
電
気
自
動
車
の
充
電
設

備
を
設
置
し
て
は
ど
う
か
。

　
　
民
間
事
業
者
の
充
電
イ
ン
フ

ラ
の
整
備
状
況
な
ど
を
見
な
が
ら
、

初
期
費
用
な
ど
の
負
担
が
か
か
ら

な
い
民
間
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
の
整

備
手
法
も
含
め
て
検
討
し
て
い
く
。

　
　
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
事

務
局
職
員
の
処
遇
改
善
に
向
け
て
、

一
時
金
を
増
額
し
て
は
ど
う
か
。

　
　
一
時
金
で
あ
る
期
末
手
当
の

増
額
は
、
山
形
県
人
事
委
員
会
勧

告
な
ど
を
参
考
に
検
討
し
て
い
く
。

QAQ

AQ

AQA

QA

教
育
ロ
ー
ン
を
対
象
と
し
た
返
済

支
援
を
行
っ
て
は
ど
う
か
。

　
　
県
や
他
市
町
村
の
運
用
状
況

を
注
視
し
つ
つ
、
国
の
動
向
や
教

育
ロ
ー
ン
を
対
象
と
す
る
先
行
事

例
を
把
握
し
な
が
ら
、
よ
り
良
い

支
援
を
研
究
し
て
い
く
。

　
　
首
都
圏
の
大
学
な
ど
を
卒
業

し
た
学
生
の
Ｕ
タ
ー
ン
を
促
す
た

め
、（
仮
称
）
山
形
北
イ
ン
タ
ー

産
業
団
地
へ
の
企
業
誘
致
で
は
、

本
社
機
能
の
移
転
や
研
究
所
な
ど
、

学
生
が
希
望
す
る
業
種
を
考
慮
し

た
誘
致
を
行
っ
て
は
ど
う
か
。

　
　
給
与
や
福
利
厚
生
な
ど
の
待

遇
面
で
優
位
性
が
あ
る
業
種
は
、

若
者
の
地
元
定
着
へ
の
貢
献
が
期

待
で
き
る
た
め
、
積
極
的
に
誘
致

に
取
り
組
ん
で
い
く
。

　
　
山
形
市
ス
ポ
ー
ツ
推
進
計
画

の
中
で
、
屋
内
型
ス
ケ
ー
ト
ボ
ー

ド
パ
ー
ク
の
新
設
を
検
討
す
る
と

さ
れ
て
い
る
が
、
現
在
の
検
討
状

況
は
ど
う
か
。

　
　
推
進
計
画
に
基
づ
き
、（
仮

称
）
ア
ー
バ
ン
ス
ポ
ー
ツ
普
及
指

針
の
策
定
に
着
手
し
て
お
り
、
そ

の
中
で
新
設
を
検
討
し
て
い
く
。

　
　
理
科
室
な
ど
の
特
別
教
室
に

エ
ア
コ
ン
が
未
設
置
の
学
校
も
多

い
が
、
設
置
の
予
定
は
ど
う
か
。

　
　
小
・
中
学
校
の
音
楽
室
、
中

学
校
の
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
室
は
設

置
が
完
了
し
て
お
り
、
今
後
は
、

計
画
的
な
整
備
を
検
討
し
て
い
く
。

　
　
学
校
プ
ー
ル
の
水
質
維
持
な

ど
の
衛
生
面
や
、
使
用
上
の
安
全

面
の
管
理
は
、
教
職
員
の
大
き
な

負
担
で
あ
る
た
め
、
水
泳
授
業
を

民
間
へ
委
託
し
て
は
ど
う
か
。

　
　
教
職
員
の
負
担
軽
減
な
ど
の

メ
リ
ッ
ト
は
あ
る
が
、
児
童
生
徒

の
移
動
手
段
の
確
保
な
ど
の
課
題

も
あ
る
た
め
、
先
進
事
例
の
情
報

収
集
に
努
め
、
よ
り
良
い
水
泳
授

業
の
在
り
方
を
研
究
し
て
い
く
。

　
　
部
活
動
の
地
域
移
行
に
向
け

て
、
移
行
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
、
受

け
皿
と
な
る
団
体
や
指
導
者
の
確

保
、
家
庭
の
負
担
軽
減
な
ど
の
検

討
状
況
は
ど
う
か
。

　
　
５
年
度
か
ら
の
３
年
間
で
移

行
計
画
を
策
定
し
た
い
と
考
え
て

お
り
、
５
年
度
の
取
り
組
み
を
通

じ
て
課
題
の
把
握
な
ど
を
行
い
、

よ
り
効
果
的
な
取
り
組
み
と
な
る

よ
う
に
検
証
し
て
い
く
。

　
　
小
白
川
街
道
の
無
電
柱
化
に

向
け
た
取
り
組
み
は
ど
う
か
。

　
　
地
元
協
議
会
の
設
立
に
向
け

た
地
域
の
組
織
づ
く
り
を
進
め
て

も
ら
い
な
が
ら
、
無
電
柱
化
に
向

け
た
勉
強
会
を
継
続
し
て
い
く
。

AQAQ

AQAQA

QAQA

市
民
の
安
全
・
安
心
を
最
優
先
に

施
策
の
推
進
を
図
れ
！！

▲救急搬送困難事案の減少へ、システム構築を

▲あけび「紫秋（ししゅう）」

渋し
ぶ
江え　
朋と
も
博ひ
ろ

（
緑

政

会
）
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女
性
の
雇
用
創
出
に
向
け
た

企
業
の
誘
致
活
動
を
積
極
的
に
行

う
こ
と
で
、
若
年
女
性
が
就
職
し

た
い
と
思
え
る
働
き
甲
斐
の
あ
る

Q

職
場
を
確
保
し
、
多
様
性
の
創
出

を
図
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

　
　
（
仮
称
）
山
形
北
イ
ン
タ
ー

産
業
団
地
で
の
企
業
誘
致
で
は
、

女
性
が
活
躍
し
、
働
き
や
す
い
職

A
　
　
公
約
の
実
現
に
向
け
て
、
市

長
は
３
期
目
の
市
政
運
営
に
ど
の

よ
う
に
取
り
組
ん
で
い
く
の
か
。

　
　
公
約
は
、
当
選
後
の
市
政
経

営
ビ
ジ
ョ
ン
と
政
策
を
掲
げ
る
極

め
て
重
要
な
も
の
で
あ
る
た
め
、

３
期
目
も
、「
市
民
目
線
の
行
政
」

「
チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る
市
政
」
を
貫

き
、
公
約
の
実
現
に
向
け
て
全
力

で
取
り
組
ん
で
い
く
。

　
　
第
十
小
学
校
は
建
築
か
ら
５８

年
が
経
過
し
老
朽
化
が
進
ん
で
い

る
こ
と
か
ら
、
早
急
に
建
て
替
え

を
行
い
、
子
ど
も
の
学
ぶ
環
境
を

整
備
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

　
　
築
５０
年
を
超
え
る
小
・
中
学

QAQA

場
づ
く
り
を
実
践
す
る
視
点
を
含

め
た
誘
致
活
動
を
行
う
。
ま
た
、

若
者
や
女
性
が
働
き
た
い
と
思
う

職
場
環
境
づ
く
り
を
、
地
元
企
業

へ
働
き
か
け
て
い
く
。

　
　
学※
１
び
の
多
様
化
学
校
を
設
置

し
て
効
果
を
あ
げ
て
い
る
自
治
体

が
あ
る
が
、
本
市
で
も
導
入
し
て

は
ど
う
か
。

　
　
先
行
事
例
の
情
報
を
収
集
す

る
と
と
も
に
、
国
の
動
向
を
注
視

し
、
県
教
育
委
員
会
と
連
携
し
な

が
ら
、
学
校
に
通
え
な
い
子
ど
も

の
教
育
機
会
を
確
保
す
る
た
め
の

取
り
組
み
を
研
究
し
て
い
く
。

　
　
教
育
現
場
や
地
域
で
の
ヤ※
２
ン

グ
ケ
ア
ラ
ー
に
対
す
る
認
知
度
を

高
め
、
早
期
に
把
握
す
る
と
と
も

に
、相
談
体
制
を
構
築
す
る
な
ど
、

支
援
を
充
実
さ
せ
る
べ
き
で
は
な

い
か
。

　
　
関
係
機
関
と
の
連
携
体
制
の

在
り
方
や
、
必
要
な
支
援
を
効
果

的
に
行
う
た
め
の
取
り
組
み
を
検

討
し
て
い
く
。

　
　
近
年
改
築
さ
れ
た
学
校
と
築

年
数
の
長
い
学
校
で
は
、
教
育
環

境
に
格
差
が
あ
る
が
、
ど
の
よ
う

に
公
平
性
を
図
っ
て
い
く
の
か
。

　
　
築
年
数
の
長
い
小
・
中
学
校

QA

Q

AQA

校
が
、
第
十
小
学
校
を
含
め
て
１０

校
以
上
あ
る
た
め
、
老
朽
化
の
状

況
調
査
を
行
い
な
が
ら
、
教
育
環

境
の
実
情
も
踏
ま
え
て
整
備
の
手

法
な
ど
を
検
討
し
て
い
く
。

　
　
広
島
県
三
原
市
で
は
、
児
童

館
の
開
館
時
間
延
長
や
無
料
Ｗ
ｉ

−

Ｆ
ｉ
の
整
備
を
行
い
、
中
高
生

の
利
用
促
進
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

本
市
で
も
児
童
館
を
中
高
生
の
居

場
所
と
し
て
活
用
し
て
は
ど
う
か
。

　
　
北
部
児
童
館
と
東
部
児
童
館

は
、
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
を
併
設

し
て
い
る
こ
と
な
ど
か
ら
、
中
高

生
の
利
用
に
は
向
い
て
い
な
い
と

考
え
て
い
る
。
南
部
児
童
館
で
は
、

少
数
で
は
あ
る
が
、
中
高
生
の
利

用
も
あ
る
た
め
、
乳
幼
児
や
小
学

生
の
利
用
の
支
障
に
な
ら
な
い
形

で
の
利
用
を
継
続
し
て
い
く
。

　
　
子
ど
も
に
関
わ
る
不
審
者
情

報
や
事
件
が
後
を
絶
た
な
い
が
、

子
ど
も
の
安
全
を
守
る
た
め
、
市

立
保
育
園
の
防
犯
対
策
に
ど
の
よ

う
に
取
り
組
ん
で
い
る
の
か
。

　
　
警
察
や
警
備
会
社
に
直
通
で

つ
な
が
る
通
報
装
置
を
設
置
し
て

い
る
ほ
か
、
門
扉
・
玄
関
な
ど
の

施
錠
を
徹
底
す
る
と
と
も
に
、
来

訪
者
へ
の
対
応
は
イ
ン
タ
ー
フ
ォ

ン
で
行
っ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
不

審
者
対
応
な
ど
を
想
定
し
た
訓
練

を
定
期
的
に
実
施
す
る
な
ど
、
職

員
だ
け
で
は
な
く
、
園
児
に
対
し

て
も
日
頃
か
ら
防
犯
教
育
を
行
っ

て
い
る
。

　
　
車
い
す
使
用
者
の
利
便
性
の

向
上
を
図
る
た
め
、
県
で
は
車
い

す
使
用
者
用
駐
車
施
設
へ
の
カ

ラ
ー
塗
装
を
推
進
し
て
い
る
が
、

本
市
で
も
積
極
的
に
周
知
・
啓
発

を
行
う
べ
き
で
は
な
い
か
。

　
　
県
は
、
病
院
や
ホ
テ
ル
な
ど

の
生
活
関
連
施
設
の
駐
車
場
に
車

い
す
使
用
者
用
駐
車
施
設
の
設
置

を
求
め
て
い
る
ほ
か
、
望
ま
し
い

基
準
と
し
て
、
塗
装
方
法
な
ど
の

整
備
基
準
を
定
め
て
い
る
。
障
が

い
の
あ
る
人
が
地
域
で
安
心
し
て

生
活
し
て
い
く
た
め
、
市
有
施
設

を
含
め
た
車
い
す
使
用
者
用
駐
車

施
設
の
設
置
者
に
対
し
て
、周
知
・

啓
発
を
行
っ
て
い
く
。

　
　
家
賃
低
廉
化
補
助
金
の
低
廉

化
対
象
世
帯
に
、
母
親
の
み
で
養

育
す
る
ひ
と
り
親
世
帯
を
含
め
て

は
ど
う
か
。

　
　
低
額
所
得
者
世
帯
を
含
む
住

宅
確
保
要
配
慮
者
の
円
滑
な
入
居

を
促
進
す
る
た
め
、
令
和
４
年
度

に
居
住
支
援
協
議
会
を
設
置
し
て

い
る
。
本
市
の
実
情
や
他
市
の
事

例
な
ど
も
踏
ま
え
な
が
ら
、
協
議

会
を
構
成
す
る
関
係
機
関
な
ど
と

支
援
の
在
り
方
を
協
議
し
て
い
く
。

QAQ

AQA

QA

教
育
環
境
の
整
備
促
進
を

女
性
活
躍
の
推
進
と
誰
一
人
取
り

残
さ
な
い
学
び
の
保
障
を
図
れ
！

▲昭和４０年に建築された第十小学校

※１　学びの多様化学校…‌‌不登校児童生徒の実態に配慮して特別に編成された教育課程に基づく教育を行う学校のこと。これまでは不登校特例校
と呼ばれていた。

※２　ヤングケアラー…本来大人が担うと想定されている家事や家族の世話などを日常的に行っている子ども。

小お

野の　
　
仁ひ
と
し　（

緑

政

会
）

武た
け
田だ　
新し
ん
世せ
い

（
公

明

党
）
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千
歳
橋
や
見
崎
橋
周
辺
の
河

床
に
は
、
豪
雨
の
際
に
水
流
の
妨

げ
と
な
る
樹
木
が
繁は
ん
茂も

し
て
い
る

が
、
国
や
県
と
連
携
し
て
対
策
を

行
う
べ
き
で
は
な
い
か
。

　
　
支
障
木
の
伐
採
は
洪
水
を
防

ぐ
た
め
に
も
重
要
で
あ
り
、
市
に

寄
せ
ら
れ
た
要
望
は
速
や
か
に
進

達
す
る
と
と
も
に
、
引
き
続
き
国

や
県
へ
要
望
し
て
い
く
。

　
　
千
歳
橋
の
４
車
線
化
は
重
要

要
望
事
業
と
し
て
県
に
要
望
し
、

県
が
主
体
と
な
り
勉
強
会
が
開
催

さ
れ
て
き
た
。
こ
れ
ま
で
の
経
過

を
踏
ま
え
て
、
県
と
連
携
し
て
４

車
線
化
を
早
期
に
進
め
る
べ
き
で

QAQ

で
老
朽
化
の
状
況
な
ど
の
調
査
を

行
い
、
整
備
の
手
法
な
ど
も
含
め

た
検
討
を
進
め
る
と
と
も
に
、
す

べ
て
の
子
ど
も
た
ち
が
質
の
高
い

教
育
を
受
け
ら
れ
る
よ
う
に
、
教

育
環
境
の
さ
ら
な
る
充
実
に
取
り

組
ん
で
い
く
。

　
　
県
は
中
学
校
と
高
校
の
体
育

館
へ
の
小
規
模
な
冷
房
設
備
設
置

の
補
助
制
度
導
入
を
決
定
し
た
が
、

市
で
の
対
応
は
ど
う
か
。
ま
た
、

小
学
校
体
育
館
に
も
冷
房
設
備
を

導
入
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

　
　
中
学
校
体
育
館
へ
の
ス
ポ
ッ

ト
ク
ー
ラ
ー
な
ど
の
設
置
は
、
部

活
動
の
合
間
な
ど
の
一
時
的
な

ク
ー
ル
ダ
ウ
ン
に
は
有
効
で
あ
る

た
め
、
導
入
を
検
討
し
て
い
く
。

ま
た
、
小
学
校
へ
の
設
置
も
望
ま

し
い
こ
と
か
ら
、
設
置
に
対
す
る

支
援
を
県
に
要
望
し
な
が
ら
、
導

入
を
検
討
し
て
い
く
。

　
　
医
療
費
の
増
大
や
罹
患
者
の

休
職
に
伴
う
経
済
的
損
失
を
避
け

る
た
め
、
帯
状
疱
疹
ワ
ク
チ
ン
接

種
へ
の
助
成
制
度
を
創
設
し
て
は

ど
う
か
。

　
　
当
該
ワ
ク
チ
ン
の
定
期
接
種

化
は
、
現
在
、
専
門
委
員
会
で
審

議
さ
れ
て
い
る
最
中
の
た
め
、
国

の
動
き
や
他
自
治
体
の
状
況
を
注

視
し
な
が
ら
検
討
し
て
い
く
。

　
　
大
野
目
地
区
の
公
園
空
白
地

域
解
消
は
喫
緊
の
課
題
で
あ
る
た

め
、
警
察
職
員
ア
パ
ー
ト
跡
地
へ

公
園
を
設
置
し
て
は
ど
う
か
。

　
　
提
案
さ
れ
た
場
所
を
候
補
の

ひ
と
つ
と
し
て
、
令
和
５
年
度
か

ら
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
開
催
し
、

空
白
地
域
の
解
消
に
向
け
て
検
討

し
て
い
く
。

Q

A

QA

QA

は
な
い
か
。

　
　
４
車
線
化
の
必
要
性
は
認
識

し
て
い
る
が
、
事
業
の
困
難
性
や

現
状
の
課
題
な
ど
か
ら
、
令
和
４

年
９
月
の
勉
強
会
で
は
、
銅
町
交

差
点
の
混
雑
緩
和
に
向
け
た
社
会

実
験
を
行
う
こ
と
と
し
た
。
今
後

は
、
社
会
実
験
で
得
ら
れ
た
知
見

を
拡
幅
整
備
の
検
討
の
際
の
基
礎

材
料
と
す
る
な
ど
、
４
車
線
化
の

早
期
実
現
に
向
け
た
協
議
を
継
続

し
て
い
く
。

　
　
二
口
橋
の
東
西
口
は
変
形
の

五ご

叉さ

路ろ

と
な
っ
て
お
り
、
朝
晩
や

冬
期
間
の
交
通
渋
滞
が
顕
著
で
あ

る
。
渋
滞
解
消
の
た
め
、
隅す
み
切
り

の
施
工
や
歩
行
者
用
通
路
の
新
設

な
ど
の
対
策
を
行
っ
て
は
ど
う
か
。

　
　
橋
梁
の
架
け
替
え
や
歩
行
者

用
通
路
の
新
設
予
定
は
な
い
が
、

交
通
量
な
ど
の
現
況
調
査
を
行
い
、

道
路
管
理
者
や
関
係
機
関
と
効
果

的
な
渋
滞
対
策
を
協
議
し
て
い
く
。

　
　
社
会
全
体
が
高
齢
化
し
、
よ

り
き
め
細
や
か
な
除
排
雪
体
制
を

構
築
す
べ
き
時
期
に
来
て
い
る
と

考
え
る
が
、
袋
小
路
な
ど
の
除
雪

で
は
、
当
事
者
と
十
分
に
話
し
合

い
を
行
う
べ
き
で
は
な
い
か
。
ま

た
、
住
民
か
ら
の
申
請
を
待
つ
の

で
は
な
く
、
積
極
的
に
手
を
差
し

伸
べ
て
い
く
体
制
が
必
要
で
は
な

い
か
。

　
　
除
排
雪
対
策
は
、
市
民
目
線

で
の
き
め
細
や
か
な
対
応
が
必
要

と
考
え
て
お
り
、
随
時
見
直
し
を

行
っ
て
い
る
。
事
業
者
が
気
象
条

件
な
ど
を
確
認
し
、
基
準
に
達
し

た
場
合
に
出
動
す
る
自
主
判
断
区

域
の
拡
大
を
検
討
し
て
い
く
。
ま

た
、
除
排
雪
対
策
を
広
報
や
ま
が

た
や
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
周
知
す

る
と
と
も
に
、
令
和
４
年
度
に
作

成
し
た
「
山
形
市
道
路
除
雪
ガ
イ

ド
」
で
の
周
知
を
５
年
度
も
継
続

す
る
ほ
か
、
４
年
度
に
試
行
設
置

し
た
克
雪
の
相
談
の
た
め
の
ワ
ン

ス
ト
ッ
プ
窓
口
を
、
５
年
度
も
継

続
し
て
設
置
す
る
。

　
　
酷
暑
へ
の
対
策
と
し
て
、
各

分
野
を
総
合
的
に
網
羅
す
る
対
策

計
画
を
策
定
し
て
啓
発
を
行
う
と

と
も
に
、
市
と
し
て
の
体
制
を
整

え
て
は
ど
う
か
。
ま
た
、
高
齢
者

世
帯
が
ク
ー
ラ
ー
を
設
置
す
る
際

に
補
助
を
行
っ
て
は
ど
う
か
。

　
　
気
温
の
高
い
状
態
は
、
世
界

全
体
で
今
後
も
し
ば
ら
く
続
く
と

言
わ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
市
民

生
活
を
は
じ
め
と
し
た
各
分
野
で

の
対
応
を
引
き
続
き
行
う
と
と
も

に
、
対
策
計
画
の
策
定
は
、
必
要

性
を
含
め
て
検
討
し
て
い
く
。
高

齢
者
世
帯
の
ク
ー
ラ
ー
設
置
へ
の

補
助
は
、
他
市
の
事
例
を
参
考
に

調
査
研
究
し
て
い
く
。

AQA

QA

QA

河か

床し
ょ
うの
樹
木
の
伐
採
と

除
排
雪
の
徹
底
を
求
め
る
！

▲馬見ヶ崎川河床の樹木（見崎橋）

▲さらなる“女性が輝くまち山形”を目指して

遠え
ん
藤ど
う　

吉よ
し
久ひ
さ

（
未
来
や
ま
が
た
）

17

令和5年12月1日／226号令和5年12月1日／226号
やまがた市議会報やまがた市議会報



　
本
市
議
会
で
は
、
先
進
的
な
施
策
を
実
施
す
る
他
の
自
治
体
な
ど
へ

の
視
察
を
行
っ
て
い
ま
す
。
視
察
の
成
果
は
、
委
員
会
審
査
の
中
で
、

本
市
の
抱
え
る
課
題
の
解
決
や
市
へ
の
提
言
に
活
か
さ
れ
ま
す
。
令
和

５
年
度
に
実
施
し
た
常
任
委
員
会
視
察
の
内
容
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

委員会名 日　程 調査地 調査項目

総 務 委 員 会
（１班）

７月１０日（月）
　～１２日（水）

愛媛県松山市
若者と取り組む選挙啓発推進事業について（選
挙コンシェルジュについて）
消防団員確保への取り組みについて（機能別消防団について）

愛媛県松山市 アクアパレットまつやまの概要について

岡山県倉敷市
倉敷市のＤＸ推進の取り組みについて
高梁川流域ＤＸ推進事業について（連携中枢都市事業）
コミュニティタクシーについて

総 務 委 員 会
（２班）

７月２４日（月）
　～２６日（水）

青森県八戸市 はちのへ文化のまちづくりプランについて
北海道函館市 函館市地域交流まちづくりセンターについて
北海道函館市 消防団の取り組みについて

厚 生 委 員 会
（１班）

８月７日（月）
　～９日（水）

広島県福山市 福山ネウボラについて

兵庫県神戸市 認知症神戸モデルおよびこども・若者ケアラー
支援事業について

愛知県大府市 認知症施策および介護予防事業について

厚 生 委 員 会
（２班）

８月２２日（火）
　～２４日（木）

兵庫県姫路市 こどもの未来健康支援センター「みらいえ」について
広島県三原市 三原市児童館「ラフラフ」整備・運営事業について
香川県高松市 高松市立みんなの病院の整備について

総務（１班）

消防団員の確保に向けて
全国に先駆けた取り組みを実践

　松山市では、郵便物の配
達などで地域の実情に通じ
た郵便職員が、避難情報の
提供や避難誘導の支援など
の活動を担う「郵政消防団
員」や、若手団員の確保の

ため、大学生や専門学校の学生が、避難所などでの活動
と平時の広報・ＰＲ活動を担う「大学生消防団員」など、
さまざまな機能別消防団員制度が導入されています。
　また、応援事業所２７８カ所で優遇を受けられる伊予鉄
道のＩＣ機能付きカードを全消防団員に配布するなど、
消防団員を応援するための事業も実施されており、消防
団員の確保に向けた積極的な取り組みが行われていま‌
した。

　函館市地域交流まちづく
りセンターは、百貨店とし
て市民に親しまれてきた建
物を市が購入し、市の分庁
舎として使用した後に改修
を行うことで整備された、

情報発信・市民交流・市民活動支援などの機能を有する
拠点施設です。
　センターでは、市民交流やＮＰＯなどの市民活動への
支援のほか、観光案内をはじめとする地域情報の発信も
行われており、東北以北最古の手動式エレベーターも現
役で稼働しているなど、市民のみならず観光客など市外
の人にも魅力的な施設となっていました。

総務（２班）

旧百貨店建物を改修した地域交流の拠点施設
～函館市地域交流まちづくりセンター～

厚生（１班）

認知症不安ゼロのまちを目指して
条例を制定

　大府市では、認知症に対
する不安のないまちづくり
推進条例を平成２９年１２月に
制定し、全中学１年生が認
知症サポーター養成講座を
受講するなどの取り組みを

推進した結果、人口約９万人のうち、２万人を超える市
民が認知症サポーターとなっています。
　また、専任の認知症地域支援推進員を配置して医療・
介護の提供と連携を推進しているほか、認知症の方が事
故を起こしてしまった場合の救済制度として立ち上げた
個人賠償責任保険事業などの独自の施策を実施し、認知
症になっても安心して暮らすことができる地域の支援体
制づくりを行っていました。

　三原市では、中高生も気
軽に利用できる児童館を目
指して、新児童館をプロ
デュースする中高生を募集
し、検討委員会を立ち上げ
ました。委員会では児童館

の改善点や提案を協議し、その結果がラフラフの運営面
や施設に反映されています。
　ラフラフには、中高生も利用できる学習室やスポーツ
室、館内無料Ｗｉ－Ｆｉが整備されているほか、中高生
が放課後や休日にボランティアスタッフとして集まり、
イベントを企画して子どもや保護者と交流するなど、世
代を超えた交流の場として、地域社会全体で子育てを支
援する拠点となっていました。

厚生（２班）

中高生と行政が一緒につくった児童館
～三原市児童館　ラフラフ～

常
任
委
員
会
視
察
報
告

常
任
委
員
会
視
察
報
告
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委員会名 日　程 調査地 調査項目

産業文教委員会
（１班）

８月７日（月）
　～９日（水）

北海道函館市 中心市街地活性化事業の取り組みについて

北海道室蘭市 公設地方卸売市場について

北海道札幌市 ＩＣＴ活用戦略の取り組みについて

産業文教委員会
（２班）

７月２４日（月）
　～２６日（水）

高知県高知市 中心市街地活性化の取り組みについて

高知県高知市 オーテピア高知図書館の整備・運営について

香川県高松市 地域資源を活かした観光戦略について

環境建設委員会
（１班）

７月２４日（月）
　～２６日（水）

広島県広島市 Ｐａｒｋ－ＰＦＩを活用した旧広島市民球場跡地整備等事
業について

兵庫県姫路市 大手前通りにおけるほこみち活用事業について

兵庫県姫路市 ＳＤＧｓ未来都市の取り組みについて

環境建設委員会
（２班）

８月１日（火）
　～３日（木）

静岡県三島市 マンホール聖戦in三島の取り組みについて

愛知県豊橋市 水道スマートメーターについて

静岡県静岡市 脱炭素先行地域の取り組みについて

産業文教（１班）

市民の食卓を支える水産物の安定供給拠点
～室蘭市公設地方卸売市場～

　室蘭市では、公設地方卸
売市場の老朽化に伴い新た
な市場の整備を行い、令和
４年８月に新市場がオープ
ンしました。
　新市場は、特に衛生面に

配慮した設計となっており、洗浄室を通って消毒した後
でなければ、せり場内に入ることができない構造となっ
ています。
　また、移転して使用しなくなった旧市場の土地を、民
間企業に貸し付けて賃料を得ることで市場使用料を抑え
るなど、仲卸業者などの市場利用者の負担軽減にも配慮
した取り組みが行われていました。

産業文教（２班）

幅広い世代が集う交流の場・情報発信拠点
～オーテピア高知図書館～

　オーテピア高知図書館は、
高知県と高知市が共同運営
している図書館です。県立
図書館と市立図書館を合築
し一体的に整備するととも
に、点字図書館と科学館も

併せた複合施設になっています。
　図書館は、県と市の共同運営のメリットを活かして、
充実した蔵書を備えており、利用者からの相談や調べ物
などのレファレンス業務に対応する司書を多く採用する
など、利用者のニーズに的確に対応する質の高いサービ
スを提供していました。さらに、中心市街地に整備した
ことで周辺の人通りも増え、中心市街地の活性化にも資
する施設となっていました。

環境建設（１班）

「ほこみち」を活用した
人中心のにぎわいある道路空間の構築

　姫路市では、姫路駅と姫
路城を結ぶ大手前通りを、
全国で初めて歩行者利便増
進道路（通称：ほこみち）
に指定し、道路空間の占用
をより柔軟に認めることで、

歩道上にテーブルや椅子などを設置し、にぎわいある道
路空間の構築に取り組んでいます。また、道路を占用す
る事業者を公募で１事業者としたことで、通り全体のデ
ザインコントロールも可能になっています。
　昼間だけでなく夜間も人がくつろぐ姿が見られるなど、
思い思いに過ごすことのできる場を提供することで、通
りの魅力向上や地域の活性化につながる制度となってい
ました。

環境建設（２班）

水道スマートメーターで
水道使用量検針業務を効率化

　豊橋市の一部のエリアで
は、水道メーターの自動検
針を行うために水道スマー
トメーターを導入していま
す。水道スマートメーター
は、検針員が現地に出向い

て検針するのではなく、遠隔地から使用量データを取得
することができ、一定の時間間隔で自動でデータが送信
されるため、検針員の業務負荷の軽減や、漏水の早期発
見などの効果が期待できます。
　また、電気やガスの事業者とも連携し、電力会社の通
信ネットワークを活用した自動検針を行うことで、検針
業務の効率化やトータルコストの低減などにもつながる
取り組みとなっていました。
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市
民
の
皆
さ
ま
、
議
会
報
「
み

ち
し
る
べ
」
を
手
に
取
っ
て
い
た

だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
令
和
５
年
は
、
統
一
地
方
選
や

山
形
市
長
選
が
あ
り
、
あ
っ
と
い

う
間
の
一
年
で
し
た
が
、
広
報
広

聴
委
員
会
で
は
、「
み
ち
し
る
べ
」

が
市
民
と
議
会
の
架
け
橋
と
な
り
、

よ
り
多
く
の
皆
さ
ま
に
読
ん
で
い

た
だ
け
る
よ
う
、
議
論
や
研
修
を

重
ね
る
と
と
も
に
、
議
会
報
告
会

の
在
り
方
の
検
討
に
も
取
り
組
ん

で
き
ま
し
た
。
今
後
も
分
か
り
や

す
く
、
親
し
ま
れ
る
広
報
を
目
指

し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
物
価
の
高
騰
が
気
に
な
る
師
走

で
す
。
市
民
の
皆
さ
ま
は
、
令
和

６
年
に
ど
の
よ
う
な
希
望
を
描
い

て
い
ら
っ
し
ゃ
る
で
し
ょ
う
か
。

幸
多
い
年
と
な
る
よ
う
ご
祈
念
い

た
し
ま
す
。

‌

広
報
広
聴
委
員　
阿
曽　
　
隆

編
集
後
記

　スマートフォン・タブレットなどで
スマホで視聴できます

ウェブサイト
で 検索山形市議会　中継

本会議や予算委員会な
どの模様（生中継・録
画）が視聴できます。
お気軽にご活用くださ
い。

議会報告会＆議場演奏会を開催します
　９月・１２月定例会での審議内容や結果、各常任委員会のトピックスなどを、市議会議員が市民の皆さまへ
分かりやすくお伝えする「議会報告会」と、市議会をより身近に感じていただくことを目的に山形交響楽団
の演奏をお楽しみいただく「議場演奏会」を併せて開催します。
※「議会報告会」はオンライン（Zoom）でもご参加いただけますが、「議場演奏会」は会場参加のみとなります。
　また、議場演奏会のみの参加はできませんので、ご了承ください。

期　日：令和６年２月６日（火）　議会報告会　午後１時３０分～２時４５分
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（午後１時より受付）
　　　　　　　　　　　　　　　議場演奏会　午後３時～４時
場　所：議場（市議会棟３階）
対　象：山形市内在住者９０人程度（応募多数の場合は抽選となります）
申　込：��ハガキまたはメールに、必要事項をご記入のうえ下記の申し込み先まで

ご応募ください。令和６年１月１２日（金）必着。締め切り後、抽選結果と
当日の案内を送付します。

　　　　※お電話での申し込みは受け付けしておりませんのでご注意ください。
【必要事項】　　　①氏名　②郵便番号・住所　③電話番号（日中連絡のとれるもの）
　　　　　　　　④配慮が必要な事項（車いす利用など）
　　　　　　　　（複数人参加の場合は申込者全員の氏名、郵便番号・住所、配慮事項を明記）
　　　　　　　　※オンライン参加希望の場合はその旨記載してください。
【申し込み先】　　ハガキ：〒９９０－８５４０ 山形市旅篭町２丁目３―２５
　　　　　　　　　　　　山形市議会事務局議事課まで
　　　　　　　　メール：giji@city.yamagata-yamagata.lg.jp
【お問い合わせ】　☎０２３（６４２）８４０４（直通）

「議場平和コンサート＆「議場平和コンサート＆
　　　議会棟見学会」を開催しました　　　議会棟見学会」を開催しました

令和５年１０月２０日に被爆ピアノを活用したコンサートを開催
しました。当日は５４人の皆さまからご参加いただき、平和へ
の思いを伝える貴重なピアノで、「瑠璃色の地球」や「ふる
さと」など親しみのある曲の音色が奏でられ、平和や命の尊
さを考える貴重な機会となりました。

　ウクライナ紛争などで国際
情勢が不安定化する中、Ｇ７
サミットが令和５年５月に被
爆地広島で開催され、非核平
和への機運が高まっているこ
とから、昭和５９年３月に全国
に先駆けて平和都市宣言を議
決した山形市議会の議場にて、 　日程は変更になる場合があります。

詳しくは議会事務局までお問い合わせ
ください。
　なお、１２月定例会で審査される請願・
陳情の締め切りは、１１月２７日（月）です。

☎０２３（６４２）８４０４

１１月３０日（木）
　　～１２月１８日（月）

１２月定例会の日程
（予定）
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